
実践しよう！新しい生活様式……2・3
新型コロナウイルス対策など……4・5
ゆるキャラグランプリ ほか……………6
7月のTOPICS……………………7～10
国民健康保険…………………………11
介護保険、税……………………12・13
後期高齢者医療、国民年金……14・15
人権の広場……………………………16
消費生活センターだより、相談表…17
いずみさの教育NOW………………18

広報いずみさの 令和2年7月号　もくじ 今月の表紙：新型コロナウイルス
の感染予防のため、市民のみなさん
に取り組んでほしい「新しい生活様
式」の実践例が公表されています。
これからの季節、熱中症予防にも注
意しながら、マスクの着用や手洗い、
人との距離を保つなど、具体的な「新
しい生活様式」の実践に取り組みま
しょう。

国際交流員通信 ほか……………………19
スポーツ…………………………………20
子育て情報……………………………21
けんこう・ふくし………………………22
いずみさの昔と今……………………23
市立図書館……………………………24
イベント・インフォメーション…25～31
くらしの情報掲示板……………………32
採用・募集………………………………33
いずみさのフォトニュース………34・35

令和2（2020）年7月1日発行

No．787

掲載のイベントなどへ参加する際は、手洗いや
マスクの着用などにご協力をお願いします。

【熱中症にはご注意ください】
※新型コロナウイルス感染症の影響により、掲載のイベントなどが
中止・変更となる場合がありますので、必ず市ホームページをご覧
になるか問い合わせてください。（掲載の情報は6月12日現在です。）



① 「３つの密」を避ける

③ マスクの着用

⑤ 新しい働き方

感染拡大防止のため、みなさんのご協力をお願いします

実
践
し
よ
う
！
「
新
し
い
生
活
様
式
」

② 間隔はできるだけ２ｍ

④ 手洗いの徹底

⑥ 「大阪コロナ追跡システム」

　新型コロナウイルス対策を検討する国の専門家会議は、感染予防のため市民のみなさ
んに取り組んでほしい「新しい生活様式」の実践例を公表しています。
　感染がいったん落ち着いても、再び流行が起きる恐れがあり、今後に備えて「新しい
生活様式」に切り替える必要があります。みんなで協力して、「新たな生活様式」を実
践しましょう！

※詳しくは、厚生労働省ホームページ「新型コロナウイルスを想定した新しい生活様式
を公表しました」をご覧ください。
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000121431_
newlifestyle.html

感染者発生に備えたシステムの登録・利用
【大阪コロナ追跡システムとは…】
　不特定多数の人が集まる施設やイベントを対
象に、QRコードを活用し、感染者との接触の
可能性がある利用者にメールで注意喚起を行い
行動変容を促すとともに、クラスターの発生の
おそれを早期に感知することで、感染拡大を防
ぐ仕組みです。
※詳しくは大阪府ホームページ（http://
www.pref.osaka.lg.jp/smart_somu/
osaka_covid19/）をご覧ください。

人との間隔は、
できるだけ2ｍ（最低1ｍ）空ける

2ｍ

④ 手洗いの

② 間隔

2ｍ

③ マスクの着用

症状がなくても着用 帰宅時、手や顔を洗う
手洗いは石鹸で30秒程度

在宅勤務
ローテーション勤務
時差通勤

♪

密接

密集 密閉
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「新しい生活様式」における熱中症予防行動のポイント

「新しい生活様式」における熱中症に注意しましょう!!「新しい生活様式」における熱中症に注意しましょう!!

 １ 暑さを避けましょう  ３ こまめに水分補給しましょう

 ２ 適宜マスクをはずしましょう

 ４ 日頃から健康管理をしましょう

 ５ 暑さに備えた体作りをしましょう

　特に熱中症になりやすい高齢者、子ども、障害
のある人などは、より注意する必要があります。
3密（密集、密接、密閉 ）を避けつつ、周囲の人
からも積極的な声かけをお願いします。

　新型コロナウイルスの出現に伴い、感染防止の3つの基本である①身
体的距離の確保、②マスクの着用、③手洗いや、「3密（密集、密接、密閉）」
を避けるなどの「新しい生活様式」が求められています。このような「新
しい生活様式」における熱中症予防行動のポイントは以下のとおりです。

●エアコンを利用するなど、部屋の温度を調整

●感染症予防のため、換気扇や窓開放によって
換気を確保しつつ、エアコンの温度設定をこま
めに調整

●暑い日や時間帯は
無理をしない

●涼しい服装にする

●急に暑くなった日
などは特に注意する

●気温・湿度の高い中でのマスク着用は要注意

●屋外で人と十分な距離（2メートル以上）を
確保できる場合には、マスクをはずす

●マスクを着用している時は、
負荷のかかる作業や運動を避
け、周囲の人との距離を十分
にとった上で、適宜マスクを
はずして休憩を

●のどが渇く前に水分補給

●1日あたり1.2リットルを目安に

●大量に汗をかいた時は塩分も忘れずに
※水分・塩分制限のある人は医師の指示に従い
ましょう

●日頃から体温測定、健康チェック

●体調が悪いと感じた時は、無理せず自宅で静養

●暑くなり始めの時期から適度に運動をし、身体
が暑さに慣れるようにする

●水分補給は忘れずに、
無理のない範囲で
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　　　　　　　　　　　実態調査のための
新型コロナウイルスの抗体検査を実施します

時期　7月以降（準備が整い次第開始）
場所　上之郷診療所（上之郷コミュニティセンター内）、りんくう総合医療センター
内容　市から無料クーポン券が送付された人で調査にご協力可能な場合は指定医療機関へ
予約申込のうえ、検査を実施（後日、結果を送付）
対象　無料クーポン券が送付された人（20歳以上の市民を対象に各年齢階層から合計
1000人を抽出）
問合先　健康推進課

市内小・中学校の
夏季休業期間（夏休み）の短縮 
　新型コロナウイルス感染症拡大防止の
ための臨時休業により実施できなかった
授業時数を回復するため、今年度の夏季
休業期間を下記のとおり短縮します。
●夏季休業期間　8月8日㈯～16日㈰
●終業式　8月7日㈮
●始業式　8月17日㈪
●短縮授業
8月3日㈪～6日㈭（給食あり）
8月18日㈫～21日㈮（給食あり）
問合先　学校教育課
※詳細については学校ホームページや各
校からの連絡にてご確認ください。

いずみさの子育て応援給付金（市独自事業）
　新型コロナウイルス感染症の影響を受けている子育て世帯の生活を応援する取組の一つとして、国の子育て世
帯への臨時特別給付金とは別に、18歳までの児童がいる世帯に対し、市から臨時的に給付金を支給します。
対象児童　令和2年５月31日時点で市内に住民登録のある、平成13年6月1日～令和2年5月31日生まれの児童
支給対象者　「対象児童」を養育している人
給付額　子ども1人につき1万円（1回限り）
申請　
●本市で児童手当・特例給付金を受給している場合は申請手続き不要（公務員除く）　※7月中に振込予定
●支給対象者で下記のいずれかに該当する場合は申請が必要（申請は10月30日㈮まで）
・平成13年6月1日～平成17年4月1日生まれの児童を養育している
・公務員で所属庁（勤務先）から児童手当・特例給付を受給している
・他市町村で児童手当・特例給付金を受給している
※対象者には申請書を送付予定。（申請後、随時振込予定）
問合先　子育て支援課
※詳しくはホームページ（http://www.city.izumisano.lg.jp/kakuka
/kodomo/kosodate/menu/kosodaterinjikyuhu/15905738767
96.html）をご覧ください。

子育て世帯への臨時特別給付金
（国事業）

　対象者には7月中に振込を予定して
います。
※詳しくは広報6月号をご覧ください。

ご支援ありがとうございました
　ご支援をいただいた皆様に対しまして、厚くお礼申し上げます。

（令和2年6月12日現在）
【マスク寄贈】
●株式会社野出　野出幸子 様
●大松商事合同会社 様
●公益社団法人 泉佐野青年会議所

理事長 西村拓憲 様
●第一生命 堺支社 様
【非接触型体温計・布マスク寄贈】
●ライオンズクラブ
（台中市台中獅子会）  郭　建成 様
【抗菌グッズ】
●株式会社第一精工舎

代表取締役 石田恭彦 様 
【フェイスシールド寄贈】
●ジュニア防災リーダー
松岡俊介 様（日根野小学校6年）

【寄付金】
●泉佐野食品コンビナート協会

会長 大河内敏尊 様
●啓伸会 会長 森　茂治 様
●下中芳孝 様
●泉鋼管工事株式会社

代表取締役 泉　實 様
●赤坂　宏 様
●木下慎一 様
●大松商事合同会社

代表社員 三好智恵子 様
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新型コロナウイルス感染症の影響に伴う
後期高齢者医療保険料の減免

　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、次のい
ずれかの要件を満たす人は、申請により後期高齢者
医療保険料の減免を受けられる場合があります。
対象
【保険料を全額免除】
　新型コロナウイルス感染症により、主たる生計維
持者が死亡、または重篤な傷病を負った世帯の人
【保険料の一部を減額】
　新型コロナウイルス感染症の影響により、主たる
生計維持者の収入減少が見込まれる世帯の人で、主
たる生計維持者が、次の全てに該当する人
●事業収入など（事業収入、給与収入、不動産収入
または山林収入）の本年の収入のいずれかが、前年
に比べて10分の3以上減少する見込であること
●前年の所得の合計額が1,000万円以下であること
●減少することが見込まれる事業収入などにかかる
所得以外の前年の所得の合計額が400万円以下であ
ること
※申請には、収入を証明する書類などが必要となり
ます。
問合先　国保年金課

※詳しくは問い合わせてください。

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う
介護保険料の減免

　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、次のい
ずれかの要件を満たす人は、申請により介護保険料
の減免を受けられる場合があります。
対象
【保険料を全額免除】
　新型コロナウイルス感染症により、主たる生計維
持者が死亡、または重篤な傷病を負った第1号被保
険者
【保険料の一部を減額】
　新型コロナウイルス感染症の影響により、主たる
生計維持者の収入減少が見込まれ、主たる生計維持
者が、次の全てに該当する第1号被保険者
●事業収入など（事業収入、不動産収入、山林収入
または給与収入）の本年の収入のいずれかが、前年
に比べ10分の3以上減少する見込であること
※保険金などで補填される金額は除く
●減少することが見込まれる事業収入などにかかる
所得以外の前年の所得合計額が400万円以下である
こと
※申請には、収入を証明する書類などが必要となり
ます。
問合先　介護保険課
※詳しくは問い合わせてください。

申請はお済みですか？
泉佐野市特別定額給付金（対象者1人につき10万円）

　申請期限は8月12日㈬（当日消印有効）までです。郵送により申請してください。また、給付対象者（基準日
の4月27日に市の住民基本台帳に記録されている人）で、申請書が届いていない場合や申請書を紛失した場合な
どは、下記コールセンターまで問い合わせてください。また、申請期限を過ぎると受給できなくなりますので、
給付を希望する人は早めに申請してください。
※オンライン申請は6月30日㈫ 午後5時15分で受付を終了しました。
問合先　申請書（市からの郵送分）などに関することは午前9時～午後6時（土・日曜日、祝日除く）に泉佐野
市特別定額給付金コールセンター（☎050-5358-4178 Fax050-3606-4959）へ。電話番号のおかけ間違いに
ご注意ください。
※詳しくは広報６月号または市ホームページをご覧ください。

特別定額給付金の給付を装った
特殊詐欺などに注意してください！

市町村や総務省などが以下を行うことは絶対にありま
せん
●特別定額給付金に関して、ATMの操作などをお願
いすることはありません。
●特別定額給付金の給付のため、手数料の振込を求め
ることはありません。
●特別定額給付金に関して、メールを送信し、URLを
クリックして申請手続きを求めることはありません。
※特別定額給付金の給付などをかたった不審な電話な
どがあった場合は、警察署（または警察相談専用電話
＃9110）や市へ連絡してください。

制度全般についてのこと
特別定額給付金コールセンター（総務省設置）
0120-260020（フリーダイヤル）

応対時間　平日、休日の午前9時～午後8時
※詳しくは総務省特別定額給付金ポータルサイト
（https://kyufukin.soumu.go.jp/ja-JP/）へ

　国民健康保険料についても上記の対象世帯につ
いて、減免申請を6月より受付しています。
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　イヌナキンの分身「ゆるナキン」がエントリー！
　昨年、準グランプリに輝いたイヌナキンは応援団長としてゆるナキンをサポートし、
最後のゆるキャラ®グランプリ、表彰台を目指して一生犬鳴！がんばります！
【投票スケジュール】　
投票期間　7月1日㈬～ 9月25日㈮
【ゆるキャラ®グランプリ当日】
日時　10月3日㈯・4日㈰
場所　ゆるキャラ®グランプリ2020 THE FINAL in 岩手
　　　岩手産業文化センター アピオ（岩手県滝沢市砂込389-20)
問合先　まちの活性課（☎469-3131）

狂犬病予防注射・飼い犬登録の追加実施
　新型コロナウイルスに係る「緊急事態宣言」を踏まえ、4月8日㈬の集合注射の開
催を中止しましたが、下記のとおり追加で実施することになりました。
日時　7月12日㈰ 午後2時30分～4時
場所　市役所横駐車場
対象・費用
●狂犬病予防注射…生後91日以上の犬・3,300円（注射済票交付手数料含む）
●飼い犬登録…登録の済んでいない飼い犬・3,000円
【お願い】
●犬および飼い主の体調が悪い場合は、会場での狂犬病予防注射（飼い犬登録）を
見合わせてください。
●3月に郵送した通知書をお持ちの飼い主は持参してください。
●通知書をお持ちでない飼い主は、飼い犬の登録を確認できるものを
持参してください。
（例）
・鑑札
・登録の控え
・2019年の狂犬病注射の済票または済証
問合先　健康推進課

▲市役所周辺地図

▲ゆるナキン（左）
▲イヌナキン（右）

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします
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　　問合先　関西国際空港案内（☎455-2500）
ホームページ https://www.kansai-airport.or.jp/

■関西国際空港 スカイトラックスの国際空港評価3部門で
1位を受賞！
　スカイトラックス社（＊）が実施した国際空港評価「Wo
rld Airport Awards 2020」において、関西国際空港が「W
orld's Best Airport Staff 」「Best Airport Staff  in Asia」
「World's Best Airport for Baggage Delivery」の3部門
で第1位を受賞しました。
　「World's Best Airport Staff 」は、接客態度や親しみや
すさなど、空港スタッフにより提供されるサービスの質を
表彰するもので、今回が初めての受賞となりました。
（＊）…イギリスを拠点とする航空サービスリサーチ会社

　　問合先　関西国際空港案内（☎455-2500）
ホームページ https://www.kansai-airport.or.jp/
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こ
と
が
大
切
で
す
。

※
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
」
で
は
、
不
法
投
棄
し
た

人
に
は
、「
５
年
以
下
の
懲
役
も
し

く
は
、
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

し
、
ま
た
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。」

と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
合
先　

下
水
道
整
備
課
（
☎
４
５

０
・
３
４
０
４
）、
環
境
衛
生
課

ゴ
ミ
を
な
く
そ
う
。

水
を
き
れ
い
に
！

　

資
源
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
や
再
利
用

な
ど
に
よ
り
ゴ
ミ
の
減
量
化
が
図
ら

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、依
然
と
し
て
、

街
中
や
水
路
、
河
川
敷
に
ご
み
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ゴ
ミ
は
、
生
活
環
境
を

悪
化
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
水
路

の
閉
塞
を
招
い
た
り
、
降
雨
な
ど
に

よ
り
河
川
や
海
に
流
入
し
、
様
々
な

生
物
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
と
と
も

に
、
船
舶
の
航
行
や
漁
業
活
動
の
障

害
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

府
で
は
「
ゴ
ミ
を
な
く
そ
う
。
水

を
き
れ
い
に
！
」
を
合
言
葉
に
、６
・

７
月
の
２
ヵ
月
に
わ
た
り
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ポ
イ
捨

て
を
し
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
風

や
動
物
な
ど
に
よ
っ
て
せ
っ
か
く
正

し
く
出
し
た
ご
み
が
散
ら
ば
っ
て
し

ま
う
の
を
防
ぐ
た
め
ネ
ッ
ト
の
設
置

な
ど
も
有
効
で
す
。
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

府 

水
産
課 

企
画
・
豊
か

な
海
づ
く
り
推
進
グ
ル
ー
プ

☎
06
・
６
２
１
０
・
９
６
０
９

Fax 

06
・
６
２
１
０
・
９
６
１
１

生
活
排
水
を
き
れ
い
に

　

川
な
ど
の
水
が
汚
れ
る
原
因
の
約

８
割
が
生
活
排
水
に
よ
る
も
の
で

す
。
府
で
は
生
活
排
水
を
で
き
る
だ

け
き
れ
い
に
し
て
川
に
流
す
取
組
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
家
庭
で
で
き

る
小
さ
な
取
組
の
積
み
重
ね
が
大
き
な

効
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
台
所
で
は
】

●
食
べ
き
れ
る
分
、
飲
み
き
れ
る
分

を
心
掛
け
、
残
り
物
を
流
さ
な
い 

●
油
は
使
い
切
り
、
や
む
を
得
ず
捨

て
る
場
合
は
古
新
聞
な
ど
に
し
み
込

ま
せ
て
、
燃
え
る
ご
み
で
捨
て
る

●
食
器
や
鍋
は
、
汚
れ
を
紙
な
ど
で

拭
き
取
っ
た
り
、
ヘ
ラ
で
か
き
取
っ

た
り
し
て
か
ら
洗
い
、
洗
剤
の
使
い

過
ぎ
に
注
意
す
る
。 

●
調
理
く
ず
や
食
べ
残
し
が
流
れ
な

い
よ
う
に
、
水
切
り
袋
な
ど
を
使
う 

●
お
米
の
と
ぎ
汁
は
流
さ
ず
、
植
木

の
水
や
り
に
利
用
す
る

【
ト
イ
レ
、
お
風
呂
、
洗
濯
で
は
】

●
使
用
後
こ
ま
め
に
掃
除
す
る

●
石
け
ん
、
洗
剤
、
シ
ャ
ン
プ
ー
、

リ
ン
ス
な
ど
は
適
量
だ
け
を
使
う

●
髪
の
毛
な
ど
が
流
れ
な
い
よ
う

に
、
排
水
口
に
目
の
細
か
い
ネ
ッ
ト

な
ど
を
張
る
。 

●
風
呂
の
残
り
湯
は
洗
濯
に
利
用
す

る
（
衛
生
上
、す
す
ぎ
は
水
道
水
で
）

問
合
先　

環
境
衛
生
課

※
詳
し
く
は
生
活
排
水
対
策
に
関
す

る
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://
w
w
w
.pref.osaka.jp/kankyo

hozen/sei-hai/

）
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

７
月
１
日
〜 

レ
ジ
袋
有
料
化
ス
タ
ー
ト

エ
コ
バ
ッ
グ
を
持
っ
て

買
い
物
に
行
こ
う

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
非
常
に
便
利
な

素
材
で
、
我
々
の
生
活
に
広
く
浸
透

し
、
利
便
性
と
恩
恵
を
も
た
ら
し
て

き
ま
し
た
が
、
世
界
全
体
で
は
毎
年

約
８
０
０
万
ト
ン
も
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
が
海
洋
へ
流
出
し
て
い
る
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
７

月
１
日
か
ら
、
全
国
で
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
買
い
物
袋
、
レ
ジ
袋
の
有
料
化

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
も
レ
ジ
袋
有
料
化
を
き
っ
か
け

に
自
分
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
つ

め
な
お
し
、
エ
コ
バ
ッ
ク
を
持
ち
歩

く
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
賢
く
使
う
工
夫
を
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします
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放
置
フ
ン
対
策

イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
作
戦

　　

放
置
フ
ン
対
策
「
イ
エ
ロ
ー
カ
ー

ド
作
戦
」
を
、
各
地
域
の
み
な
さ

ん
で
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

カ
ー
ド
を
は
じ
め
活
動
に
必
要
な
材

料
な
ど
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
担
当
課
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課

野
外
に
出
か
け
る
と
き
は

　

野
山
、
畑
、
草
む
ら
、
河
川
敷
な

ど
で
は
た
く
さ
ん
の
虫
が
い
ま
す
。

な
か
に
は
病
原
体
を
持
っ
た
有
害
な

虫
が
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

野
外
に
出
か
け
る
と
き
に
は
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
な
ど
肌
を
露
出

し
な
い
も
の
を
着
用
し
、
白
っ
ぽ
い

色
に
す
る
。
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
な
ど

を
携
帯
す
る
。

●
直
接
地
面
に
座
っ
た
り
寝
転
ん
だ

り
せ
ず
、
敷
物
を
使
用
し
、
衣
服
も

草
む
ら
な
ど
に
直
接
置
か
な
い
。

●
帰
宅
後
は
す
ぐ
に
入
浴
し
、
身
体

に
つ
い
た
虫
を
落
と
し
、
新
し
い
衣

服
に
着
替
え
る
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課 

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
に
注
意

　

現
在
、
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
市
全

域
に
わ
た
っ
て
生
息
し
、
根
絶
は
困

難
な
状
況
で
す
。
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

被
害
状
況

　

府
内
で
毎
年
数
件
の
被
害
が
あ

り
、
多
く
が
庭
に
置
い
て
い
た
ハ
キ

モ
ノ
を
履
い
た
時
に
発
生
し
て
い
ま

す
。

生
息
場
所

　

日
当
た
り
が
良
く
暖
か
い
、
昆
虫

な
ど
の
エ
サ
が
豊
富
に
あ
る
、
巣
を

張
る
隙
間
が
あ
る
（
排
水
溝
、
集
水

マ
ス
付
近
、
花
壇
、
プ
ラ
ン
タ
ー
の

縁
や
壁
と
の
す
き
間
、
庭
に
お
い
て

い
る
も
の
、
エ
ア
コ
ン
の
室
外
機
、

団
地
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
階
段
の
隅
、

墓
石
の
周
り
な
ど

※
４
〜
11
月
ご
ろ
活
発
に
活
動
し
、

巣
に
は
枯
葉
や
虫
の
残
が
い
な
ど
が

た
く
さ
ん
付
い
て
い
ま
す
。

防
除
お
よ
び
駆
除
方
法

　

生
息
し
そ
う
な
場
所
を
日
ご
ろ
か

ら
掃
除
し
、
巣
を
見
つ
け
た
ら
棒
な

ど
で
取
り
除
く
。
排
水
路
は
水
を
流

し
て
掃
除
す
る
。

●
ク
モ
を
見
つ
け
た
ら
市
販
の
ゴ
キ

ブ
リ
用
殺
虫
剤
を
噴
射
し
、
そ
の
あ

と
踏
み
潰
す
。
ま
た
、
卵
の
う
も
踏

み
潰
す
。

●
作
業
の
際
は
絶
対
に
素
手
で
は
行

わ
な
い
こ
と
。
ク
モ
の
歯
は
短
い
た

め
、
軍
手
な
ど
し
て
い
れ
ば
咬
ま
れ

る
危
険
性
は
少
な
く
な
り
ま
す
。（
薄

手
の
ビ
ニ
ー
ル
製
手
袋
は
適
し
ま
せ

ん
）

咬
ま
れ
た
と
き
の
症
状

　

数
分
〜
数
十
分
後
に
我
慢
で
き
な

い
ほ
ど
の
強
い
痛
み
を
感
じ
ま
す
。

通
常
は
数
日
〜
１
週
間
く
ら
い
で
回

復
し
ま
す
が
、
高
齢
者
や
子
ど
も
、

体
調
の
悪
い
人
は
重
症
化
し
、
痛
み

が
全
身
に
広
が
っ
て
嘔
吐
、
筋
肉
の

け
い
れ
ん
な
ど
の
症
状
が
で
る
こ
と

文
化
財
保
護
課
事
務
所
移
転

　

文
化
財
保
護
課
の
事
務
所
は
令
和

２
年
７
月
１
日
付
け
で
、
泉
佐
野
市

役
所
本
庁
舎
３
階
か
ら
「
青
少
年
課

事
務
室
付
属
施
設
（
１
階
）」
へ
移

転
し
ま
し
た
。

新
住
所　

〒
５
９
８
・
０
０
０
１ 

上

瓦
屋
６
１
０
番
地
（
青
少
年
課
事
務

室
付
属
施
設
）

電
話
番
号　

４
４
７
・
６
７
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号　

４
６
９
・
０
５
７
７

問
合
先　

文
化
財
保
護
課

が
あ
り
ま
す
。

咬
ま
れ
た
と
き
の
処
置

　

必
ず
医
療
機
関
を
受
診
す
る
。（
止

血
な
ど
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）
咬

ま
れ
駆
除
し
た
ク
モ
が
あ
る
場
合

は
、
医
療
機
関
へ
持
参
す
る

問
合
先　

環
境
衛
生
課 

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
伴
う

サ
ー
ビ
ス
の
一
時
停
止

　　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

停
止
期
間
・
内
容　

●
７
月
16 

日
㈭ 

午
後
5
時
30
分
〜
終
日

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直

り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜

　

毎
年
、
７
月
を
強
調
月
間
と
し
て

行
わ
れ
る
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」（
社
明
運
動
）
は
、
す
べ
て
の

国
民
が
、
犯
罪
の
防
止
と
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国
的

な
運
動
で
す
。
法
務
省
の
主
唱
に
よ

り
昭
和
26
年
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で

70
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
月
間
に
は
、
泉
佐
野
地
区
保

護
司
会
を
中
心
に
取
組
が
行
わ
れ
ま

す
。
青
少
年
の
非
行
防
止
と
更
生
の

援
助
を
行
い
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
く
た
め
、
地
域
に
理
解
と

協
力
の
輪
が
広
が
る
よ
う
に
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

戸
籍
全
部
事
項
、個
人
事
項
証
明
書
、

戸
籍
の
附
票
の
写
し

●
7
月
23
日
㈭
〜
26
日
㈪

午
前
6
時
30
分
〜
終
日

戸
籍
全
部
事
項
、個
人
事
項
証
明
書
、

戸
籍
の
附
票
の
写
し
、
住
民
票
、
印

鑑
証
明
書
、
税
証
明

問
合
先　

市
民
課

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします
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避
難
の
大
切
さ
に
つ
い
て

み
ん
な
で
考
え
よ
う
！

　

大
雨
な
ど
に
よ
る
自
然
災
害
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
避
難
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
こ
こ
数
年
、
特
別

警
報
級
の
災
害
が
毎
年
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

大
雨
特
別
警
報
は
、
避
難
勧
告
や

避
難
指
示
（
緊
急
）
に
相
当
す
る
気

象
状
況
の
次
元
を
は
る
か
に
超
え
る

よ
う
な
現
象
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
発
表

す
る
も
の
で
す
。
発
表
時
に
は
何
ら

か
の
災
害
が
す
で
に
発
生
し
て
い
る

可
能
性
が
極
め
て
高
い
状
況
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
特
別
警
報
の
発
表
を

待
っ
て
か
ら
避
難
す
る
の
で
は
手
遅

れ
と
な
り
ま
す
。
特
別
警
報
を
待
つ

こ
と
な
く
、
大
雨
警
報
の
危
険
度
分

布
な
ど
を
確
認
し
つ
つ
、
市
か
ら
発

表
さ
れ
て
い
る
避
難
勧
告
な
ど
に

従
っ
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　

普
段
か
ら
の
備
え
と
早
め
早
め
の

行
動
が
子
ど
も
た
ち
や
身
近
な
人
の

命
を
守
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
ど
う

す
べ
き
か
、
ぜ
ひ
、
子
ど
も
た
ち
や

身
近
な
人
と
一
緒
に
話
し
合
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。「
気
象
庁 

自
ら
の
命

を
自
ら
が
守
る
」
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
検
索
し
、
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

大
阪
管
区
気
象
台 

予
報

課
防
災
係
（
☎
06
・
６
９
４
９
・
６

３
０
３
）

救
急
に
関
す
る
講
習
会

上
級
救
命
講
習
（
年
４
回
）

　

普
通
救
命
講
習
で
学
ぶ
内
容
に
加

え
て
、
骨
折
、
外
傷
、
や
け
ど
な
ど

に
対
す
る
応
急
手
当
や
搬
送
法
を
学

ぶ
講
習
で
す
。

　

講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

応
急
手
当
普
及
員
講
習
（
年
２
回
）

　

所
属
す
る
事
業
所
の
従
業
員
や
地

域
の
人
な
ど
に
対
し
て
、「
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
い
方
」
を
含
む
心
肺
蘇
生
法
を

指
導
す
る
指
導
者
育
成
の
た
め
の
講

習
で
す
。
講
習
修
了
者
に
は
認
定
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

応
急
手
当
普
及
員
再
講
習（
不
定
期
）

　

応
急
手
当
普
及
員
の
認
定
は
、
資

格
取
得
か
ら
3
年
で
失
効
し
ま
す
。

応
急
手
当
普
及
員
再
講
習
を
受
講
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
3
年
間

有
効
と
な
り
ま
す
。
再
講
習
修
了
者

に
は
新
し
い
認
定
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

問
合
先　

泉
州
南
広
域
消
防
本
部
警

防
部
警
備
課
（
☎
４
６
９
・
０
１
１

９
（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
流
れ
ま
す

の
で
、
④
番
「
警
備
課
」
を
押
し
て

く
だ
さ
い
。）
Fax
４
６
０
・
２
１
１
９

※
詳
し
く
は
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（https://senshu-m

inam
i1

19.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
肉
が
原
因
の
食
中
毒
は

ど
う
や
っ
て
防
ぐ
？

　

夏
は
気
温
や
湿
度
が
高
く
な
り
、

食
中
毒
の
原
因
と
な
る
菌
が
増
え
や

す
い
季
節
で
す
。

　

お
肉
の
調
理
を
含
め
、
食
材
の
取

り
扱
い
に
は
よ
り
一
層
の
注
意
が
必

要
で
す
。次
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
っ
て
、

食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
食
材
は
加
熱
調
理
す
る
ま
で
冷
蔵

庫
内
で
し
っ
か
り
冷
や
す
。

●
生
肉
は
他
の
食
品
に
肉
汁
が
か
か

ら
な
い
よ
う
に
、
袋
や
容
器
に
入
れ

て
保
存
す
る
。

●
生
肉
は
中
心
部
の
色
が
変
わ
る
ま

で
し
っ
か
り
火
を
通
す
。（
85
℃
、

1
分
以
上
）

●
食
べ
る
用
の
箸
と
調
理
用
の
箸
を

使
い
分
け
、
食
べ
る
用
の
箸
で
生
肉

に
触
れ
な
い
。

●
生
肉
の
調
理
に
使
用
し
た
調
理
器

具
（
ま
な
板
、
包
丁
な
ど
）
は
、
そ

の
ま
ま
他
の
食
材
の
調
理
に
使
わ
な

い
。

●
食
べ
る
前
や
生
も
の
を
さ
わ
っ
た

後
は
、
石
け
ん
で
よ
く
手
を
洗
う
。

問
合
先　

府 

泉
佐
野
保
健
所 

生
活

衛
生
室
衛
生
課
（
☎
４
６
４
・
９
６

８
８)　
　

泉
佐
野
市
立
の
小
・
中
学
校
で
の

長
期
休
業
中
の学校

閉
庁
の
実
施

市
教
育
委
員
会
で
は
、
例
年
、
８

月
中
旬
・
12
月
下
旬
の
期
間
は
学
校

へ
の
訪
問
者
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
閉

庁
に
よ
っ
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
上

の
効
果
も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、

市
立
小
・
中
学
校
の
閉
庁
を
平
成
28

年
度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

閉
庁
日 

８
月
11
日
㈫
〜
14
日
㈮
、

12
月
28
日
㈪

問
合
先　

学
校
教
育
課

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

　

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
収
益

金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み
良
い

ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

発
売
期
間　

7
月
14
日
㈫
〜
8
月
14

日
㈮

抽
選
日　

8
月
21
日
㈮

販
売
価
格　

宝
く
じ
1
枚
３
０
０
円

問
合
先　
（
公
財
）
大
阪
府
市
町
村

振
興
協
会
（
☎
06
・
６
９
４
１
・
７

４
４
１
）

※
お
家
の
中
か
ら
宝
く
じ
が
買
え
ま

す
。
詳
し
く
は
「
宝
く
じ
公
式
サ
イ

ト
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲たこ焼きクーちゃん ▲クーちゃん

ひ
な
ん
の
大
切
さ
に
つ
い
て
み
ん

な
で
考
え
よ
う
！

　

大
切
な
の
は
、
自
分
で
か
ん
が

え
て
、
し
っ
か
り
と
自
分
の
〝
い

の
ち
〞
を
守
る
こ
と

●
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
あ
ぶ
な
い

と
こ
ろ
を
し
ら
べ
よ
う
！

●
家
の
ま
わ
り
や
通
学
路
な
ど
の

き
け
ん
な
場
所
を
し
ら
べ
よ
う
！

●
ど
ん
な
と
き
に
ひ
な
ん
が
ひ
つ

よ
う
か
な
？

●
ひ
な
ん
場
所
へ
行
く
方
が
い

い
？
外
に
出
な
い
方
が
い
い
？

●
大
雨
や
台
風
が
来
る
前
に
、

じ
ゅ
ん
び
し
て
お
く
と
安
心
な
も

の
を
か
ん
が
え
よ
う
！

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします
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　　　　　　　　　　　　令和2年度
入札参加資格登録審査申請追加受付

問合先　総務課
　市内業者（市内に本店を設けている法人または印鑑証明書の住所を市内に有する個人）を対象に、市役所、
上下水道局、泉佐野市田尻町清掃施設組合、泉州南消防組合共通の追加受付をします。　

※市外業者の受付はありません。
　新規・再登録のみの受付です。登録済業種の変更はできません。
※申請書類などについては、7月1日㈬以降に総務課ホームページの入札・契約情報（http://www.city.
izumisano.lg.jp/kakuka/somu/somu/menu/nyusatukeiyaku/）に掲載します。また、ホームページには発
注予定や入札結果など、入札・契約に関する重要なお知らせも掲載しています。

受付する業務

●建設工事
●測量・建設コンサルタント等
●物品供給等
●役務提供等（清掃・警備、その他委託業務）

登録の有効期間 令和2年10月1日～令和3年3月31日

申請書の配布 7月1日㈬～8月7日㈮に、総務課ホームページ（入札・契約情報）からダウンロードするか、総務課窓口
で配布（土・日曜日、祝日除く）するものを入手してください。

申請・問合先

申請方法　8月3日㈪～7日㈮に送付または持参で
●送付の場合…〒598-8550 泉佐野市役所 総務課 契約検査係へ（受付期間中の消印など有効）
●持参の場合…受付期間中の午前10時～午後4時（正午～午後1時除く）に申請書など必要書類を持参
し、総務課（☎463-1212 Fax458-1187）へ　
※受付期間厳守

2020年度　明るい選挙啓発ポスター募集
　 問合先　泉佐野市選挙管理委員会

　より良い社会をつくるための政治や選挙に関心をもってもらえるよう、
将来の有権者である児童・生徒のみなさんから、明るい選挙をよびかける
啓発ポスターを募集します。応募者全員に参加賞があります。（1人何点
でも応募できますが、参加賞は1人1点となります。）
テーマ　明るい選挙、投票参加などをテーマとしたもので自由に表現して
ください。
（例「選挙は未来の分かれ道」「描こう！！未来、あなたの一票で」「あな
たのまち、つくっていくのはあなたの一票」など）
参加資格　市内在住または市内の小・中学校・高等学校および特別支援学
校の児童・生徒
※自作のものに限る
注意事項
●画用紙の四ツ切(542㎜×382㎜)、八ツ切(382㎜×271㎜)、もしくはそれに準じる大きさ
●作品の裏面の右下に、学校名、学年、氏名(ふりがな)を必ず記入してください。
●使用する画材は自由です。（画用紙以外の紙や布など、絵の具材料だけに限りません。）
募集期間　8月3日㈪～ 9月4日㈮
提出先　市内の小・中学校に在学している児童・生徒は、担任を通じて学校教育課へ。それ以外の児童・生徒は、
直接、選挙管理委員会へ
その他
●本市の審査で選ばれた作品は、都道府県選挙管理委員会連合会などが主催する「2020年度明るい選挙啓発
ポスター作品募集」の第1次審査入選作品として、大阪府選挙管理委員会が行う第2次審査に出品します。
●入選作品・入賞作品の版権は主催者に帰属し、明るい選挙啓発のために活用させていただき、氏名、学校名、
学年を公表させていただきます。
●入賞作品は原則返却しません。
主催　公益財団法人 明るい選挙推進協会、都道府県選挙管理委員会連合会、
大阪府選挙管理委員会、泉佐野市選挙管理委員会
後援　文部科学省、総務省、大阪府教育委員会、泉佐野市教育委員会

◀
泉
佐
野
市
選
挙
管
理

委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

◀
明
る
い
選
挙

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
選
挙
の
め
い
す
い
く
ん
」

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします
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高
齢
受
給
者
証
の
更
新

　

70
〜
74
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
（
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

の
対
象
者
除
く
）
に
「
国
民
健
康
保

険
高
齢
受
給
者
証
」
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
８
月
〜
来
年
７
月
31
日
に
有

効
な
高
齢
受
給
者
証
は
、
７
月
中
に

送
付
し
ま
す
（
更
新
手
続
き
不
要
）。

※
来
年
７
月
31
日
ま
で
に
75
歳
に
な

る
人
は
誕
生
日
の
前
日
ま
で 

有
効

限
度
額
適
用
認
定
証

　

対
象
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、

申
請
す
る
と
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」（
住
民
税
非
課
税
の
国
保
世
帯

に
属
し
て
い
る
人
は「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」）
が
交

付
さ
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、
国
民
健

康
保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
原

則
、
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。）
認
定
証
を
医
療
機
関
に
提
示

す
る
と
、
一
医
療
機
関
（
入
院
・
外

来
・
歯
科
は
そ
れ
ぞ
れ
別
計
算
）
で

の
一
月
の
自
己
負
担
が
限
度
額
ま
で

と
な
り
ま
す
。

※
現
在
交
付
し
て
い
る
認
定
証
の
有

効
期
限
は
７
月
31
日
㈮
で
す
。
8
月

以
降
も
必
要
な
場
合
は
、
新
た
に
申

請
が
必
要
で
す
。
更
新
の
手
続
き
は

7
月
1
日
㈬
以
降
に
受
け
付
け
ま
す
。

対
象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

国
民
健
康
保
険
加
入
者
（
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者
証
の
対
象
者
除
く
）

●
70
歳
未
満

●
70
歳
以
上
で
住
民
税
非
課
税
の
国
保

世
帯
に
属
し
て
い
る 

●
70
歳
以
上
の
現
役
並
み
所
得
者
で

所
得
区
分
Ⅰ
（
課
税
所
得
１
４
５
万

円
以
上
３
８
０
万
円
未
満
）
ま
た
は

所
得
区
分
Ⅱ
（
課
税
所
得
３
８
０
万

円
以
上
６
９
０
万
円
未
満
）
に
該
当

す
る

国民健康保険料
後期高齢者医療保険料

夜間納付相談
　保険料の納付および納付相談窓
口を設けていますので、ご利用く
ださい。
日時　毎月第3木曜日（祝日除く） 
午後5時30分～ 8時
場所　国保年金課　

国
民
健
康
保
険

問
合
先　

国
保
年
金
課

国保若年者基本健診

受付日 時間 定員

9月27日㈰

9:00～9:20

各15人
（予定）

9:30～9:50
10:00～10:20
10:30～10:50
11:00～11:20
13:30～ 13:50
14:00～14:20
14:30～ 14:50
15:00～ 15:20
15:30～ 15:50

9月28日㈪

9:00～9:20
9:30～9:50
10:00～10:20
10:30～10:50
11:00～11:20

場所　健診センター（市役所本庁舎南側）
対象　15歳以上40歳未満の泉佐野市国民健康保険加入者
定員　各15人（予定）（先着順）
自己負担金　1,000円
申込　７月21日㈫～8月26日㈬（日曜日、祝日除く）の午
前８時30分～午後7時に電話（ 0120-188-489）で。イ
ンターネット申込（https:/izumisano-sanokenkonavi.
secure.forse.com 「さの健康ナビ」で検索）は７月21日
㈫ 午前８時30分～8月26日㈬ 午後７時
※変更・キャンセルは申込期間内に電話、インターネット
で。子宮がん検診も同時に受診可能です。（頸部のみ・自
己負担金800円・各時間5人〔予定〕）
問合先　
●国保年金課
●健康推進課（一時保育〔事前予約制・先着順〕、健診内容）
※詳しくは問い合わせてください。

▲さの健康ナビ
QRコード

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします
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介
護
保
険

問
合
先　

介
護
保
険
課

７
月
に
送
付
し
ま
す

第
１
号
被
保
険
者
の

介
護
保
険
料
決
定
通
知
書

　

令
和
2
年
度
の
第
1
号
被
保
険
者

（
65
歳
以
上
）
の
介
護
保
険
料
は
、

４
月
１
日
現
在
の
世
帯
を
基
準
に
、

昨
年
中
の
合
計
所
得
金
額
や
住
民
税

課
税
・
非
課
税
の
状
況
を
も
と
に
決

定
し
、
７
月
初
旬
に
各
個
人
に
通
知

書
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
介
護
保
険
料
の
納
付

　

介
護
保
険
料
は
７
月
に
決
定
す
る

た
め
、
4
〜
6
月
を
仮
徴
収
期
間
と

い
い
、
普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座

振
替
で
の
納
付
）
の
場
合
は
前
年
度

最
終
時
点
の
所
得
段
階
に
応
じ
た
金

額
を
、
ま
た
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
差
し
引
き
）
の
場
合
は
2
月
の
介

護
保
険
料
額
と
同
額
を
納
付
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
仮
徴
収
期
間
の
介
護

保
険
料
額
と
、
7
月
に
送
付
す
る
介

護
保
険
料
額
決
定
通
知
書
に
記
載
の

介
護
保
険
料
額
（
年
間
保
険
料
額
）

と
の
差
額
を
７
月
〜
来
年
3
月
に
納

付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
介
護
保
険
料
の
減
免
な
ど

　

災
害
な
ど
で
一
時
的
に
収
入
が
減

少
し
た
た
め
保
険
料
が
納
付
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
な
ど
に
、
保
険
料
の

徴
収
猶
予
や
減
免
が
受
け
ら
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
世

帯
（
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯

除
く
）
で
、
次
の
条
件
に
す
べ
て
該

当
す
る
場
合
は
、
介
護
保
険
料
の
一

部
を
減
額
し
ま
す
。

段
　階 対 象 者 基準額に対す

る割合（倍）
保 険 料
（円）

本
人
非
課
税

1
生活保護受給者、世帯非課税で老齢福祉年
金受給者および本人の前年合計所得＋課税
年金収入が80万円以下の人

0.3 23,400

2 世帯全員が非課税で本人の前年合計所得＋
課税年金収入が120万円以下の人 0.5 39,000

3 世帯全員が非課税で第２段階以外の人 0.7 54,600

4 世帯に課税者がおり、本人の前年合計所得
金額＋課税年金収入が80万円以下の人 0.9 70,200

5 世帯に課税者がおり、第4段階以外の人 基準額 78,000

本
人
課
税

6 本
人
が
課
税
で
前
年
の
合
計
所
得
金

額
が
右
の
額
の
人

120万円未満 1.2 93,600
7 120万円以上200万円未満 1.3 101,400
8 200万円以上250万円未満 1.5 117,000
9 250万円以上300万円未満 1.6 124,800
10 300万円以上400万円未満 1.7 132,600
11 400万円以上600万円未満 1.8 140,400
12 600万円以上800万円未満 2.0 156,000
13 800万円以上1,000万円未満 2.25 175,500
14 1,000万円以上 2.5 195,000

保険料額（年額）

条
件

●
被
保
険
者
の
所
得
段
階
が
第
２
段

階
以
上
で
、
世
帯
全
員
の
年
間
収

入
合
計
額
が
基
準
額
（
１
人
世
帯

１
０
８
万
円
、
２
人
世
帯
以
上
は
世

帯
員
１
人
に
つ
き
54
万
円
を
加
算
）

以
下
で
あ
る

●
だ
れ
か
ら
も
扶
養
さ
れ
て
い
な
い

●
活
用
で
き
る
資
産
が
な
い

●
世
帯
全
員
の
預
貯
金
、
国
債
、
地
方

債
、
そ
の
他
金
融
資
産
の
元
本
の
合
計

金
額
が
３
５
０
万
円
を
超
え
な
い

●
被
保
険
者
に
介
護
保
険
料
の
滞
納

が
な
い

減
免
内
容　

申
請
月
以
降
の
介
護
保

険
料
を
１
段
階
下
の
所
得
段
階
保
険

料
額
に
減
額
（
申
請
が
８
月
以
降
の

場
合
は
月
割
計
算
）

※
減
免
に
は
、
申
請
書
や
資
産
調
査

の
承
諾
書
（
家
族
全
員
分
）
な
ど
の

提
出
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
介
護
保
険
料
の
減
免

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
り
、
主
た
る
生
計
維
持
者
が
死
亡

ま
た
は
重
篤
な
傷
病
を
負
っ
た
人

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
主
た
る
生
計
維
持
者
の

事
業
収
入
な
ど
（
事
業
収
入
、
不
動

産
収
入
、
山
林
収
入
、
給
与
収
入
を

言
い
ま
す
。）
の
い
ず
れ
か
が
３
割

以
上
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

方
で
、
前
年
の
事
業
収
入
な
ど
に
係

る
所
得
以
外
の
所
得
が
４
０
０
万
円

以
下
の
人
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

■
保
険
料
の
納
付
は
納
期
限
ま
で
に

　

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
い
場
合

に
、
本
来
納
付
す
る
保
険
料
額
に
加

え
、
督
促
手
数
料
（
80
円
）
や
延
滞

金
が
加
算
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
介
護
認
定
を
受
け
て
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は
、
き

ち
ん
と
納
付
し
て
い
る
人
と
の
公
平

性
を
保
つ
た
め
に
、
納
付
し
て
い
な

い
期
間
に
応
じ
て
「
給
付
制
限
」
措

置
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
際
の
一
部
負
担
金

が
通
常
よ
り
高
く
な
っ
た
り
、
高
額

介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
が
で
き

な
い
期
間
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

安
心
し
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
た
め
に
も
、
保
険
料
の
納
付
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
普
通
徴
収
で
納
付
す
る
人
は　
　

口
座
振
替
の
ご
利
用
を

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
納
付

の
た
び
に
金
融
機
関
に
出
向
く
必
要

が
な
く
、
た
い
へ
ん
便
利
で
す
。

　

家
族
の
口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し

に
よ
る
納
付
も
で
き
ま
す
。

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします
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■
介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
お
送
り

し
ま
す

　

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
ら

れ
て
い
る
人
へ
、
昨
年
中
の
所
得
状

況
・
世
帯
状
況
を
も
と
に
負
担
割
合

を
決
定
し
、
７
月
下
旬
頃
に
各
個
人

に
負
担
割
合
証
を
お
送
り
し
ま
す
。

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
と
き
は
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証

と
と
も
に
介
護
保
険
負
担
割
合
証
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

■
利
用
者
負
担
の
割
合

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
と
き
は
、

実
際
に
か
か
る
サ
ー
ビ
ス
費
用
の
1

割
、
2
割
、
ま
た
は
3
割
を
負
担
し

ま
す
。3割

①②の両方に該当する人
①本人の合計所得金額が220万円以上
②同じ世帯にいる65歳以上の人の「年金収入＋その他
の合計所得金額」が、単身世帯＝340万円以上、2人
以上世帯＝463万円以上

2割

3割以外で③④の両方に該当する人
③本人の合計所得金額が160万円以上
④同じ世帯にいる65歳以上の人の「年金収入＋その他
の合計所得金額」が、単身世帯＝280万円以上、2人
以上世帯＝346万円以上

1割 上記以外の人

税問
合
先　

税
務
課

市
税
の
納
付
に
つ
い
て

7
月
31
日
㈮
は
固
定
資
産
税
第
２

期
分
の
納
期
限
で
す
。
忘
れ
ず
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
税
・
市
府
民
税

第
１
期
分
、
軽
自
動
車
税
全
期
分
の

納
期
限
は
過
ぎ
て
い
ま
す
の
で
、
ま

だ
納
付
し
て
い
な
い
人
は
、
早
め
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
市
税
の
納
付
に
は
口
座
振

替
の
ご
利
用
が
便
利
で
す
。

●
納
期
限
内
に
納
め
な
い
と
…

　

督
促
状
（
１
通
80
円
の
手
数
料
を

徴
収
）
に
よ
り
納
付
を
促
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
来
納
め
る
べ
き
税
額
の

ほ
か
に
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
、
負
担

が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
滞
納
が
続
く
と
…

　

納
期
限
ま
で
に
納
め
た
納
税
者
と

の
公
平
を
保
ち
、
大
切
な
市
税
収
入

を
確
保
す
る
た
め
、
や
む
を
得
ず
滞

納
し
て
い
る
人
の
財
産
（
不
動
産
、

給
与
、
預
貯
金
な
ど
）
を
調
査
の
う

え
差
押
え
し
、
換
価
（
公
売
・
取
立
）

す
る
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
滞
納
処
分
は

最
終
手
段
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

滞納処分の状況（件） 

処分内容 平成
29年度

平成
30年度

令和
元年度

差
押

不動産 31 27 7
預貯金
など債権 583 528 711

交付要求 155 125 76
抵当権の設定 0 0 0

公
売

不動産 0 3 0
動　産 26 8 1

■
納
税
の
猶
予

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
国
税
を
一
時
に
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
人
は
、
一

定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、
税
務
署

に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
納
税
の
猶

予
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

【
国
税
局
猶
予
相
談
セ
ン
タ
ー
】

大
阪
国
税
局
管
内
（
☎
０
１
２
０
・

５
２
７
・
３
６
３
）　　
　
　
　
　
　

受
付
時
間　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）

※
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、「
国
税
局
猶

に
な
ら
な
い
よ
う
、
市
税
は
納
期
限

内
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

予
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
問
い
合
わ
て

せ
く
だ
さ
い
。

■
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の

予
定
納
税
（
第
１
期
分
）

　

前
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興
特
別

所
得
税
の
確
定
申
告
に
基
づ
き
計
算

し
た
予
定
納
税
基
準
額
が
15
万
円
以

上
と
な
る
場
合
に
は
、
原
則
、
こ
の

予
定
納
税
基
準
額
の
３
分
の
１
相
当

額
を
そ
れ
ぞ
れ
７
月
（
第
１
期
分
）

と
11
月
（
第
２
期
分
）
に
納
め
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

納
期
限
に
つ
い
て
は
、
７
月
31
日

㈮
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
金
融
機

関
の
窓
口
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
振
替
納
税
を
ご
利
用
の
人
は
、

納
期
限
に
指
定
の
金
融
機
関
の
預
貯

金
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き
落
と
さ

れ
ま
す
。
納
期
限
前
日
ま
で
に
預
貯

金
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
廃
業
・
休
業
ま
た
は
業
況

不
振
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
令
和
２

年
６
月
30
日
の
現
況
に
よ
る
令
和
２

年
分
の
「
申
告
納
税
見
積
額
（
年
間

所
得
や
所
得
控
除
な
ど
を
見
積
も
っ

て
計
算
し
た
税
額
）」
が
、
税
務
署

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
請
・
問
合
先　

泉
佐
野
税
務
署

☎
４
６
２・
３
４
７
１

か
ら
通
知
さ
れ
て
い
る
「
予
定
納
税

基
準
額
」
よ
り
も
少
な
く
な
る
と
見

込
ま
れ
る
場
合
な
ど
は
、
予
定
納
税

の
減
額
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

第
１
期
分
の
予
定
納
税
の
減
額
申

請
を
す
る
場
合
は
、
７
月
15
日
㈬
ま

で
に「
予
定
納
税
額
の
減
額
申
請
書
」

に
必
要
事
項
を
記
載
し
た
上
、
所
轄

税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▲猶予制度
QRコード

【
訂
正
】

　

広
報
6
月
号
18
ペ
ー
ジ
に
掲
載

の
『「
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
」
と
「
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
」
が
利
用
で
き
ま

す
』
の
記
事
の
中
で
、
納
付
可
能

対
象
の
奨
学
金
基
金
は
取
扱
い
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
左

記
の
と
お
り
訂
正
し
ま
す
。

（
誤
）

納
付
可
能
対
象　

個
人
市
府
民

税
（
普
通
徴
収
）、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
（
償
却
資
産
含
む
）、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護

保
険
料
、
奨
学
金
基
金

　

←
（
正
）

納
付
可
能
対
象　

個
人
市
府
民

税
（
普
通
徴
収
）、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
（
償
却
資
産
含
む
）、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
料
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護

保
険
料

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします
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■
８
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
が
変
わ
り
ま
す

　

現
在
の
被
保
険
者
証
（
橙
色
）
の

有
効
期
限
は
７
月
31
日
㈮
で
す
。
新

し
い
被
保
険
者
証
（
薄
緑
色
）
は
７

月
中
に
送
付
し
、
届
い
た
日
か
ら
使

用
で
き
ま
す
。

■
７
月
中
旬
に
保
険
料
額
決
定
通
知

書
・
納
付
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

納
付
方
法

●
特
別
徴
収
…
年
金
か
ら
の
天
引
き

●
普
通
徴
収
…
７
月
〜
翌
年
３
月
の

各
納
期
限
（
全
納
の
場
合
は
７
月
31

日
）ま
で
に
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替

■
保
険
料
の
軽
減
措
置

①
均
等
割
額
の
軽
減

　

世
帯
内
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
保

険
料
の
均
等
割
額
（
５
４
，
１
１
１

円
）
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
本
則
７
割

軽
減
の
対
象
の
人
は
、
こ
れ
ま
で
更

に
上
乗
せ
し
て
軽
減
（
8.5
割
、8
割
）

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
世
代
間
の
公

平
を
図
る
観
点
な
ど
を
踏
ま
え
、
制

度
本
来
の
仕
組
に
戻
す
こ
と
と
し
、

医
療
保
険
を
将
来
に
わ
た
り
安
心
で

き
る
制
度
に
す
る
た
め
、
令
和
元
年

度
か
ら
、
段
階
的
に
見
直
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。

●
8
割
軽
減
の
対
象
で
あ
っ
た
人

は
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支

給
や
介
護
保
険
料
の
軽
減
強
化
と

い
っ
た
支
援
策
の
対
象
と
な
り
ま

す
。（
た
だ
し
、
住
民
税
課
税
世
帯

の
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
額

は
年
金
保
険
料
納
付
実
績
な
ど
に
応

じ
て
異
な
り
ま
す
）

　

8.5
割
軽
減
の
対
象
の
人
に
つ
い
て

は
、
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支

給
の
対
象
と
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
を

踏
ま
え
、
激
減
緩
和
の
観
点
か
ら
、

１
年
間
に
限
り
実
質
上
７
．
７
５
割

軽
減
と
な
り
ま
す
。

●
基
礎
控
除
額
な
ど
は
、
税
法
改
正

な
ど
で
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
軽
減
を
判
断
す
る
「
総
所
得
金
額

等
」
に
は
、
専
従
者
控
除
、
譲
渡
所

得
の
特
別
控
除
の
税
法
上
の
規
定
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
当
分
の
間
、
年
金
収
入
に
つ
き
公

的
年
金
等
控
除
を
受
け
た
65
歳
以
上

の
人
に
つ
い
て
は
、
公
的
年
金
な
ど

に
係
る
所
得
金
額
か
ら
15
万
円
が
控

除
さ
れ
ま
す
。

●
世
帯
主
が
被
保
険
者
で
な
い
場
合

で
も
、
そ
の
世
帯
主
の
所
得
が
軽
減

判
定
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

問
合
先

●
大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
（
保
険
料
…
☎
06
・
４
７
９

０・
２
０
２
８
、
給
付
事
務
…
☎

06
・
４
７
９
０・
２
０
３
１
）

●
国
保
年
金
課

■
医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
割
合

　

医
療
機
関
で
の
自
己
負
担
割
合
は
、

「
１
割
」
も
し
く
は
「
３
割
（
現
役
並

み
所
得
者
）」
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
「
現
役
並
み
所
得
者
」
は
、
申

請
す
る
と
申
請
の
翌
月
か
ら「
一
般
」

（
１
割
負
担
）
に
な
り
ま
す
。

【
同
一
世
帯
内
で

被
保
険
者
が
１
人
の
場
合
】

●
被
保
険
者
の
前
年
の
収
入
額
が

３
８
３
万
円
未
満 

●
被
保
険
者
の
前
年
の
収
入
額
が

３
８
３
万
円
以
上
で
、
被
保
険
者
本

人
お
よ
び
同
一
世
帯
に
属
す
る
70
〜

75
歳
の
人
の
前
年
の
収
入
合
計
額
が

５
２
０
万
円
未
満

【
同
一
世
帯
内
で

被
保
険
者
が
２
人
以
上
の
場
合
】

被
保
険
者
の
前
年
の
収
入
合
計
額
が

５
２
０
万
円
未
満

●
令
和
元
年
度
と
比
較
し
て
令
和
2

年
度
は
、
５
割
お
よ
び
２
割
の
軽
減

対
象
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
転
入
な
ど
に
よ
り
所
得
金
額
が
わ

か
ら
な
い
場
合
に
は
、
均
等
割
額
を

保
険
料
と
し
て
決
定
し
ま
す
。
前
住

所
地
な
ど
へ
の
照
会
に
よ
り
所
得
金

額
が
わ
か
れ
ば
再
計
算
を
し
て
、
翌

月
以
降
に
保
険
料
が
変
更
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

②
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の
被
扶
養

者
で
あ
っ
た
人
の
保
険
料
の
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
前
日
に
お
い
て
、
会
社
の
健
康
保

所 得 の 判 定 区 分
均等割の軽減割合 令和2年度の

軽減後保険
料額（年額）本則 令和2年度 令和3年度

【令和元年度における8.5割軽
減の区分】同一世帯内の被保
険者と世帯主の総所得金額等
が基礎控除額（33万円）を超
えないとき

7割

7.75割 7割 12,174円

【令和元年度における8割
軽減の区分】うち、当該世
帯の被保険者全員の各所
得が0円であるとき（ただ
し、公的年金等控除額は
80万円として計算する）

7割 16,233円

同一世帯内の被保険者と世帯
主の総所得金額等が【基礎控
除額（33万円）+28万5,000
円×被保険者の数】を超えな
いとき

5割 5割 27,055円

同一世帯内の被保険者と世帯
主の総所得金額等が【基礎控
除額（33万円）+52万円×被
保険者の数】を超えないとき

2割 2割 43,288円

険
や
共
済
組
合
、
船
員
保
険
の
被
扶

養
者
で
あ
っ
た
人
は
、
当
面
の
間
、

所
得
割
額
は
賦
課
さ
れ
ず
、
資
格
取

得
後
２
年
間
は
均
等
割
額
が
５
割
軽

減
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
世
帯
の
所
得
に
応
じ
た
均

等
割
額
の
7
割
ま
た
は
７
．
７
５
割

軽
減
に
該
当
す
る
人
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
軽
減
割
合
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
前
日
に
お
い
て
、国
民
健
康
保
険
・

国
民
健
康
保
険
組
合
に
加
入
さ
れ
て

い
た
人
は
対
象
外

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします
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国
民
年
金
保
険
料

令
和
2
     年
度 

申
請
免
除
・
納
付

猶
予
の
申
請
受
付

　

所
得
基
準
の
審
査
に
基
づ
き
承
認

さ
れ
る
と
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
「
全
額
免
除
・
全
額
猶
予
」「
一

部
免
除
（
一
部
納
付
）」
さ
れ
ま
す
。

※
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
が
、
前
回

申
請
時
に
翌
年
度
以
降
の
継
続
申
請

を
希
望
し
、
全
額
免
除
ま
た
は
納
付

猶
予
の
承
認
を
受
け
た
人
は
不
要

■
対
象

対
象
期
間　

７
月
〜
来
年
６
月
分

※
過
去
2
年
間
に
免
除
し
忘
れ
て
い

る
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
期
間

に
つ
い
て
も
申
請
で
き
ま
す
。

所
得
審
査
対
象　

申
請
者
本
人
、
配

偶
者
、
世
帯
主
（
納
付
猶
予
の
場
合

は
本
人
、
配
偶
者
の
み
）

■
申
請
方
法

受
付　

７
月
１
日
㈬
以
降
に
、
市
役

所
１
階 

国
保
年
金
課
窓
口

必
要
な
も
の　

個
人
番
号
（
通
知
カ

ー
ド
の
場
合
は
本
人
確
認
書
類
も
必

要
）
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
が
確
認

で
き
る
も
の
、
印
鑑
（
本
人
が
署
名

■
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
認

定
証
（
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
し

て
い
る
人
は
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
）
は
、
医
療
機
関

の
窓
口
で
提
示
す
る
と
、
医
療
費
の

自
己
負
担
限
度
額
が
適
用
さ
れ
る

も
の
で
、
現
役
並
み
所
得
者
区
分

Ⅱ
（
課
税
所
得
３
８
０
万
円
以
上

６
９
０
万
円
未
満
）、
Ⅰ
（
課
税
所

得
１
４
５
万
円
以
上
３
８
０
万
円
未

満
）
の
被
保
険
者
と
住
民
税
非
課
税

世
帯
（
低
所
得
Ⅱ
・
Ⅰ
）
に
属
す
る

被
保
険
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
交
付
さ
れ
て
い
る
限
度
額

適
用
認
定
証
の
有
効
期
間
は
７
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き

８
月
１
日
か
ら
現
役
並
み
所
得
者
区

分
Ⅱ
、
Ⅰ
の
被
保
険
者
と
住
民
税
非

課
税
世
帯
に
属
す
る
被
保
険
者
に

は
、
新
し
い
限
度
額
適
用
認
定
証
を

７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

す
る
場
合
は
不
要
）

※
審
査
対
象
者
が
今
年
１
月
１
日
現

在
市
内
在
住
で
な
い
人
や
、
失
業
を

理
由
と
す
る
人
は
別
に
証
明
書
な
ど

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。　

■
承
認
を
受
け
た
期
間
は
…

●
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な

期
間
に
含
ま
れ
ま
す
。

●
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族
基
礎

年
金
の
納
付
要
件
に
対
応
し
ま
す
。

●
年
金
額
算
定
の
際
、
申
請
免
除
の

場
合
は
保
険
料
を
全
額
納
め
た
場
合

と
比
べ
、
次
の
表
の
計
算
に
な
り
ま

す
。（
納
付
猶
予
の
場
合
は
年
金
額

の
計
算
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
）

※
一
部
納
付
額
が
未
納
の
ま
ま
の
場

合
、
一
部
免
除
も
無
効
（
未
納
と
同

じ
）
に
な
り
ま
す
。

■
保
険
料
の
追
納

　

免
除（
一
部
免
除
は
納
付
済
期
間
）・

納
付
猶
予
承
認
期
間
の
保
険
料
は
承

認
を
受
け
た
月
以
降
10
年
以
内
で
あ

れ
ば
追
納
（
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

種　　　類 年金額
　全額免除 1/2

一
部
免
除

4分の1納付
（一部納付額

4,140円）
5/8

2分の1納付
（一部納付額

8,270円）
3/4

4分の3納付
（一部納付額

12,410円）
7/8

国
民
年
金

問
合
先　

国
保
年
金
課

こ
と
）
が
で
き
ま
す
。

※
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か

ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
保
険
料

を
追
納
す
る
場
合
は
、
承
認
を
受
け
た

当
時
の
保
険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ

た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

年
金
ポ
ー
タ
ル
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

年
金
ポ
ー
タ
ル
は
、
年
金
に
関
す

る
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
容

易
に
見
つ
け
ら
れ
る
た
め
に
、
厚
生

労
働
省
が
作
成
し
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
で
す
。

　

こ
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
は
自
分

の
日
常
生
活
の
中
の
シ
ー
ン
に
合
わ

せ
た
テ
ー
マ
や
、
年
金
制
度
の
基
本

的
な
仕
組
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
関

係
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
情
報

を
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

専
門
用
語
を
で
き
る
だ
け
使
わ
ず

に
、
図
や
イ
ラ
ス
ト
に
よ
る
解
説
で

シ
ン
プ
ル
に
説
明
し
て
お
り
、
年
金

に
つ
い
て
知
り
た
い
こ
と
が
す
ぐ
に

探
せ
る
「
入
口
」
と
し
て
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

※
「
年
金
ポ
ー
タ
ル
」
の
ア
ド
レ
ス

…https://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/

nenkinportal/

広　

告

広

告

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします
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人
権
の
広
場

じ
ん　

け
ん

ひ
ろ　

 

ば

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

お
け
る
人
権
侵
害

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
普
及
し
、
端

末
利
用
率
は
い
ま
や
パ
ソ
コ
ン
を
越

え
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ツ
イ
ッ

タ
ー
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・

サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
を
利
用
し
、

誰
で
も
時
間
や
場
所
を
選
ば
ず
、
容

易
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
ア
ク
セ
ス

し
、
情
報
を
得
た
り
、
発
信
し
た
り

で
き
ま
す
。
そ
の
利
便
さ
の
反
面
、

他
者
へ
の
誹
謗
中
傷
や
差
別
を
助
長

す
る
有
害
情
報
が
安
易
に
掲
載
さ
れ

る
だ
け
で
な
く
、
書
き
込
ま
れ
た
情

報
が
独
り
歩
き
し
、
さ
ら
な
る
人
権

侵
害
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
い
っ
た
ん
発
信
さ
れ
た
情
報

が
拡
散
さ
れ
れ
ば
、
完
全
に
削
除
す

る
こ
と
は
困
難
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
利
用
す
る
と
き
は
人
権
侵
害

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
次
の
こ
と
に

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

●
書
き
込
み
が
不
特
定
多
数
の
人
に

見
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
常

に
意
識
す
る
。

●
他
人
を
誹
謗
中
傷
す
る
内
容
を
書

き
込
ま
な
い
。

●
差
別
的
な
発
言
や
差
別
に
つ
な
が

る
よ
う
な
こ
と
は
書
き
込
ま
な
い
。

●
噂
や
嘘
、
不
確
か
な
情
報
は
書
き

込
ま
な
い
。（
正
し
い
正
し
く
な
い

に
か
か
わ
ら
ず
広
ま
っ
て
し
ま
い
、

人
を
傷
つ
け
、
想
像
も
し
な
か
っ
た

よ
う
な
結
果
を
ま
ね
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。）

●
個
人
情
報
は
書
き
込
ま
な
い
。（
個

人
名
や
住
所
な
ど
を
書
き
込
む
と
、

そ
の
情
報
が
悪
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。）

問
合
先　

人
権
推
進
課

「新型コロナウイルス感染症に関連した法務大臣メッセージ」

　新型コロナウイルス感染症に関連して、感染者・濃厚接触者、医療従事者等に対する誤

解や偏見に基づく差別は決してあってはなりません。

　法務大臣メッセージは、YouTube法務省チャンネル（https://youtu.be/RYS00qCxo-0）を

ご覧ください。

　法務省の人権擁護機関では、新型コロナウイルス感染症に関連する不当な差別、偏見、

いじめ等の被害に遭った方からの人権相談を受け付けています。困った時は、一人で悩まず、

　私たちに相談してください。

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします
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各種相談の案内　気軽に相談してください。なお、祝・休日にあたるときは変更する場合があります。

◎法律相談【予約制】
火曜日（第4火曜日のみ翌水曜日）
13:00～16:45（同じ内容は年度内に1回限り）
市役所1階相談室（問合先：人権推進課）
◎労働相談【予約制】
第2木曜日 13:00～15:05（同じ内容は年度内
に1回限り）
市役所1階相談室（問合先 ：人権推進課）
◎行政相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎人権擁護委員による人権相談
第3月曜日 13:30～16:00（受付は15:30まで）
市役所会議室（問合先：人権推進課）
◎総合生活相談　（人権侵害・就労支援・進路
選択支援・生活相談）
●月～金曜日 9:30～16:30
人権推進課
南部市民交流センター本館（☎466-6464）
北部市民交流センター本館（☎464-5726）
まちの活性課（就労支援のみ ☎469-3131）
（公社）泉佐野市人権協会（☎458-7444）
●第3土曜日 10:00～12:00【予約制】
申込・問合先　その週の月曜日までに人権推
進課へ
◎女性のための電話相談（☎469-7402）
第1～4水曜日 10:00～12:00、13:00～15:00
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎女性のための面接相談【予約制】 
相談日・時間は予約時に問い合わせてくださ
い。夜間相談あり
問合先　いずみさの女性センター
　　　　（☎469-7125）
◎経営相談【予約制】 
6月～来年2月の第1・3火曜日または第2・4
火曜日 13:00～17:50　消費生活センター

◎母子・父子・寡婦家庭の相談
月～水・金曜日 9:00～17:00　子育て支援課
◎教育相談
●さわやかルーム（☎447-7312）
月～金曜日 10:15～15:30
●シャイン（☎464-0300）
月～金曜日 10:15～15:30
◎身障者相談
第2・4金曜日 13:00～15:00
社会福祉センター2階（問合先：地域共生推進課）
◎知的障害児（者）よろず相談
第4金曜日 10:00～12:00 
社会福祉センター2階（問合先：地域共生推進課）
◎福祉総合相談
月～金曜日 8:45～17:15
社会福祉センター1階（問合先：基幹包括支援セ
ンターいずみさの ☎464-2977 Fax462-5400）
◎赤ちゃん相談【予約制】
第3水曜日 9:30～11:00
健診センター（問合先：健康推進課）
◎健康相談・栄養相談【予約制】
第3火曜日 9:30～12:00　健康推進課
◎肝炎ウイルス検査【予約制】
※当面保健所では休止しています。実施医
療機関は、府ホームページをご覧ください。
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎HIV即日検査（希望者には梅毒即日検査
も実施・匿名可）
第1・3月曜日（祝日除く） 13:00～14:00
泉佐野保健所（☎462-7703）
◎こころの健康相談（アルコール依存症・
認知症含む）【予約制】
月～金曜日（祝日除く） 9:00～17:45
泉佐野保健所（☎462-4600）
◎医療に関する相談
月～金曜日（祝日除く） 9:30～16:00
泉佐野保健所（☎462-7701）　

（問合先：まちの活性課 ☎469-3131）
◎消費生活相談
月～金曜日 9:00～16:30
消費生活センター（☎469-2240）
◎司法書士総合相談【予約制】
水曜日 13:30～16:30　消費生活センター
申込　大阪司法書士会（☎06-6943-6099）
受付　月～金曜日 10:00～16:00
◎行政書士相談（相続・遺言など）【予約制】
第4金曜日 13:00～16:00　市役所1階相談室
申込　大阪府行政書士会泉州支部
　　　（☎483-7373）
◎税理士による税務相談
第3水曜日（2・3月除く） 
13:00～16:00（受付は15:30まで）
市役所1階相談室（問合先：税務課）
◎国民健康保険料夜間納付相談
第3木曜日（祝日除く） 
17:30～20:00（受付は19:30まで）　
国保年金課
◎後期高齢者医療保険料夜間納付相談
第3木曜日（祝日除く）
17:30～20:00（受付は19:30まで）　
国保年金課
◎家庭児童相談（☎463-1937）
月～金曜日 9:00～17:00
◎子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）
月～金曜日 9:00～17:00
◎育児相談
●月～金曜日 9:00～16:00
すえひろこども園（☎466-5826）
●月～金曜日 10:00～16:00
地域子育て支援センター（☎469-3700）
◎子育て電話相談
鶴原保育園（☎463-0065）
月～金曜日 10:00～16:00

見守リリー▶

南海線「泉佐野」駅前
　　　☎469-2240 

相談はお早めに
　センターへ！！

相談受付
　午前9時～
　　午後4時30分

令和元年度 消費生活相談状況

■
セ
ン
タ
ー
利
用
状
況　

相
談
、
見
学
な
ど
…
１
，
３
６
５
人

相
談
件
数
…
７
１
５
件

（
苦
情
６
１
６
件
、
問
合
せ
・
要
望

99
件
）

申
出
方
法
…
電
話
５
１
０
件
、
来

所
他
２
０
４
件

被
害
救
済
額
…
１
９
，
５
０
０
，

９
９
１
円
（
56
件
）
が
、
セ
ン
タ
ー

の
助
言
や
斡
旋
に
よ
り
解
決

■
相
談
の
特
徴

　

今
年
の
特
徴
と
し
て
は
、
新
聞
の

相
談
が
減
少
し
た
こ
と
、
新
型
肺
炎

の
影
響
で
、
旅
行
・
結
婚
式
・
貸
衣

装
の
解
約
料
な
ど
の
相
談
が
寄
せ
ら

れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。販
売
、

購
入
形
態
に
よ
る
分
類
１
位
の
通
信

販
売
で
、
健
康
食
品
や
化
粧
品
の
購

入
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
お
試
し
価
格
で
注
文
の
は
ず
が

２
回
目
以
降
も
商
品
が
届
き
、
４
万

円
が
請
求
さ
れ
る
と
い
う
事
例
も
あ

り
ま
し
た
。
男
女
を
問
わ
ず
幅
広
い

世
代
か
ら
相
談
が
あ
り
ま
す
。
２
位

の
健
康
食
品
は
昨
年
度
の
４
倍
の
相

談
件
数
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

内
容
に
よ
る
分
類
の
１
位
、
放

送
・
コ
ン
テ
ン
ツ
に
は
、
ア
ダ
ル
ト

サ
イ
ト
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
、
オ
ン

ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
な
ど
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
ら
遠
隔
操
作

さ
れ
て
そ
の
ま
ま
次
々
と
契
約
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
の
世
代
で
、
こ
の
内

容
の
相
談
は
首
位
を
占
め
ま
す
。
５

位
の
工
事
・
建
築
で
は
、
２
年
前
の

台
風
被
害
に
よ
る
屋
根
修
理
な
ど
の

相
談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

在
宅
率
が
高
い
た
め
か
70
歳
以
上

の
人
か
ら
、
訪
問
販
売
、
電
話
勧
誘

の
相
談
が
多
く
あ
り
ま
す
。
訪
問
購

入
の
相
談
は
、
他
の
年
代
よ
り
も
多

い
状
況
で
す
。

内　容 件数
放送・コンテンツ等 79

健康食品 58
商品一般 48
化粧品 25
工事・建設 24
役務その他 23
相談その他 22

電話機・電話機用品 20
レンタル・リース・貸借 20
インターネット通信サービス 11

販売購入形態 件数
通信販売 252
訪問販売 58
電話勧誘販売 24
マルチ取引 ９

ネガティブ
オプション ７

訪問購入 ６
その他無店舗販売 ６

　

困
っ
た
時
は
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

広報いずみさの 令和2年7月号17



学 校 園 紹 介

日根野中学校では「集団づ
くり」を教育活動の中心に位置
づけ、生徒の自治的・主体的な
活動を推進しています。10月
に開催予定の体育大会では、異
学年で一つの連合を組織し、連
合対抗で互いに競い合うのが本
校の伝統的なスタイルです。行

進や競技、応援の練習、応援旗やマスコットの制 作
などの準備はすべて各々の連合に委ねられています。
その推進力となるのは最上級生である3年生で、連合
委員長を中心に連合独自の練習計画を練り上げてい
きます。初めは緊張してぎこちなかった指示の声も、
練習を重ねるにつれてしっかりと通るようになり、
優れたリーダーシップを発揮してくれています。大
会当日は途切れることのない応援の声がグラウンド
に響き渡り、この取組を通じてリーダーが育成され、
質の高い生徒集団が形成されていきます。
また、本校には「かかしの会」という町別リーダー

養成組織があり、クラフト体験や野外活動実技など、
年間を通じた講習会を経て認定されたリーダーは、
地域の子ども会のキャンプや市
のふれあいハイキングなどで
ゲームリーダーとして活躍する
だけでなく、長期的には地域を
支える人材として貢献してくれ
ています。これからも日根野中
学校では学校、保護者、地域が
連携して、子どもたちの成長を
支援していきたいと思います。

大正9（1920）年に創立さ
れた第二小学校は、今年で100
周年を迎えています。大正から
昭和、平成、令和へと時代が進
む中で地域の発展と ともに変遷
してきました。創立当時の在籍
児童数は668人だったようです
が、昭和50年代には1,600人を超える年もあったよ
うです。現在は700人前後の在籍数になっています。

　ここ十年ほどの間に校舎や体
育館が新しく建て替えられ、ま
た昨年はプールが建設され、学
校全体の風景が大きく変わりま
した。校舎や体育館は真新しく
なりましたが、校庭の桜の木は
昔から変わらずその姿を留め、
入学時期にはきれいな花を咲か

せています。桜の木は二小のシンボルになっていて、
地域のみなさんにも親しまれ、校章のデザインにも
使われています。
　新型コロナウイルス感染症の
影響で、社会全体、子どもたち
にとっても困難な状況が続いて
いますが、100周年を迎えた今
年、この困難を乗り越え、新た
な歴史が刻まれていくことと思
います。

問合先
学校教育課

互いに認め合い高め合う集団づくり
～日根野中学校～

「100周年を迎えた第二小学校」
～第二小学校～

未
知
の
社
会
を
生
き
抜
く
力
を

令
和
２
年
度
、
い
よ
い
よ
小
学
校

の
新
学
習
指
導
要
領
が
本
格
実
施
と

な
り
ま
し
た
。
中
学
校
の
学
習
指
導

要
領
は
令
和
３
年
度
か
ら
本
格
実
施

と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
学
習
指
導
要
領
に
は
、「
こ

れ
か
ら
の
社
会
が
、
ど
ん
な
に
変
化

し
て
予
測
困
難
に
な
っ
て
も
、
自
ら

課
題
を
見
つ
け
、
自
ら
学
び
、
自
ら

考
え
、
判
断
し
て
行
動
し
、
そ
れ
ぞ

れ
に
思
い
描
く
幸
せ
を
実
現
し
て
ほ

し
い
。
そ
し
て
、
明
る
い
未
来
を
、

共
に
創
っ
て
い
き
た
い
。」
と
い
っ

た
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
で

は
「
学
ん
だ
こ
と
を
人
生
や
社
会
に

活
か
そ
う
と
す
る
〝
学
び
に
向
か
う

力
、
人
間
性
な
ど
〞」「
実
際
の
社
会

や
生
活
で
生
き
て
働
く
〝
知
識
及
び

技
能
〞」「
未
知
の
状
況
に
も
対
応
で

き
る
〝
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力

な
ど
〞」
の
３
つ
の
力
を
育
み
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
少
子

高
齢
化
な
ど
、
急
速
に
変
化
す
る
現

在
の
社
会
。
そ
れ
に
伴
い
表
出
す
る

様
々
な
人
権
課
題
。
加
え
て
度
重
な

る
自
然
災
害
。
10
年
後
は
ま
さ
に
未

知
の
社
会
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、10
年
後
を
待
た
ず
と
も
、

「
予
測
困
難
な
社
会
」
が
一
気
に
押

し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
す
。
姿
の
見
え

な
い
ウ
イ
ル
ス
と
、
先
の
見
え
な
い

不
安
と
の
闘
い
が
突
然
の
よ
う
に
始

ま
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
の
幕
開
け
は
、
新
学

期
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
、
本
当
に
辛
く
、
子
ど

も
時
代
の
大
切
な
時
間
を
奪
わ
れ
た

よ
う
な
感
覚
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
中
、
わ
た

し
た
ち
は
前
を
向
い
て
、
今
で
き
る

こ
と
を
一
つ
ず
つ
見
つ
け
、
実
践
し

て
い
く
他
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
た

ち
大
人
が
つ
な
が
り
、
他
者
と
協
力

し
な
が
ら
こ
の
困
難
を
乗
り
越
え
て

い
く
姿
こ
そ
が
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
何
よ
り
の
教
材
で
あ
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。

　

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
り
、

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
」
の
導
入
、

小
学
校
５
・
６
年
生
の
「
外
国
語
」

の
教
科
化
、
学
習
評
価
の
観
点
が
４

観
点
か
ら
３
観
点
に
整
理
さ
れ
る
な

ど
、
教
育
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

外
枠
の
改
訂
に
留
ま
ら
ず
、
内
容
の

充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
学
校
教
育
へ
の
ご
支
援
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

生しウな不ま期ちもよししこてちしいとじ「
プ小の観ど外充き力

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします
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（中国語で「こんにちは」）（中国語で「こんにちは」）
ニイハオ！ニイハオ！你好！你好！

国際交流員 国際交流員 趙 鑑趙 鑑 通信 通信国際交流員 趙 鑑 通信

（中国語で「こんにちは」）

ちょう 　かん

ニイハオ！你好！

日中マスク交流
問合先　自治振興課

　新型コロナウイルス感染症発生以来、日本と中国の友好
都市（民間および政府）は互いに助け合い、マスク送付な
どさまざまな交流を行ってきました。世界的なパンデミッ
クと闘う過程にあって、心を伝える ため、漢字文化圏の人々
は寄贈品に漢詩を書き添えることがよくあります。これら
の詩には、繊細な感情と思いやりが込められており、善行
の寄付に少しの温かさと感謝をもたらします。 今日はマス
クとともに贈られてきた漢詩を見てみましょう。

◀
国
際
交
流
員
の

趙
鑑

今月の中国語
加油（ジャー　ユウ）：頑張れ
口罩（コオウ　ザウ）：マスク
古诗（グウ　スー）：古代の詩

●一衣带水、源远流长（重慶市武隆区から）…河川や海峡で分断されているが、
それをものともせず、その両岸の関係が非常に深いこと。（歴史や伝統が）古
くから長く続いている。
●泉佐野市加油！（重慶市武隆区から）…泉佐野市頑張れ！
●海内存知己、天涯若比邻（重慶市武隆区から）…海内知己を存すれば、天涯
も比隣のごとし。心を通わせていれば遠く離れていても近くに感じることがで
きる。
●众志成城、战役必胜（重慶市武隆区から）…皆が心を合わせれば、どんな困
難も克服できる。今回の疫病に必ず勝つ。
●山川异域、风月同天（重慶市武隆区から）…山川、地域を異にすれども、風
月天を同じくする。場所は違っても同じ自然や志で繋がっている。
●隔海相望、樱花满开（重慶市武隆区から）…私達は海を隔てて互いを思って
いる。桜が満開である。
●同舟共济、始终如一（徐匯区から）…同舟相救う。同じ舟に乗った（同じ境遇の）
私達は助け合う。初めから終わりまでずっと。
●风雨同行、共克时艰（威海市から）…風と雨の中、中国人と日本人は共に難
局を乗り越える。
●青山一道同云雨（新都区から）…同じ山を見る近隣同士、共に風雨に耐えよう。

大木小学校サマースクールの中止
　特認校として市内全域から児童を募集している大木小学校では、川遊びや飯ごう炊さんなどで、大木の自然
を体験する「サマースクール」を例年7月末に開催していますが、今年度については新型コロナウイルス感染
拡大防止のため中止とします。
※学校見学などを希望される人（保護者・子ども）については、随時校舎見学や説明などをする予定です。
【学校見学】
期間　
9月以降の平日 午前9時～午後4時
対象　
本校に入学を検討している市内の小学生以下の子ども
と保護者
場所・申込・問合先　
大木小学校（☎459-7344 Fax459-7346）
※学校説明会は10月24日㈯に開催予定です。

▲大木小学校校舎とプール

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします
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スポーツ推進課（J:COM末広体育
館［市民総合体育館］内）

☎462-2000 Fax469-2286
受付：午前9時～午後5時15分
（休館日と土・日曜日以外の祝日除く）
※電話はおかけまちがいのないよう
にご注意ください。

市
民
競
技
大
会

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
】

開
催
日　

８
月
30
日
㈰
、
９
月
５
日

㈯
・
６
日
㈰
・
12
日
㈯
・
13
日
㈰
、

10
月
18
日
㈰
・
25
日
㈰
、
11
月
１
日

㈰
・
８
日
㈰
・
15
日
㈰

場
所　

南
部
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
他

種
別　

一
般
男
子
、
中
学
生
女
子
、

小
学
生
男
女

参
加
費　

１
チ
ー
ム
３
，
０
０
０
円

申
込
期
日　

８
月
１
日
㈯

抽
選
会

8
月
7
日
㈮
午
後
7
時
〜

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
末
広
体
育
館
（
市
民
総

合
体
育
館
）

【
少
林
寺
拳
法
】

開
催
日　

９
月
13
日
㈰

場
所　

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
末
広
体
育
館

（
市
民
総
合
体
育
館)

種
別

●
団
体
演
武
…
小
学
低
・
高
学
年
、

J:COM末広体育館（市民総合体育館）・健康増進センターをご利用ください！
問合先 健康増進センター

（☎469-1000 Fax469-6666
http://www.izumisano-c.jp/kenko/）

市営（屋外）プールの
一般開放は中止します

7、8月に一般開放している市営プール（屋
外プール・学校プール含む）の利用につい
ては、毎年、多くの市民のみなさんの利用
があり、新型コロナウイルス感染症の拡大
防止の観点から、人が密になることを避け
るため、今年の一般開放は中止します。
問合先　スポーツ推進課 

中
学
生
以
上

●
単
独
演
武
…
小
学
低
・
高
学
年
、

中
学
生
以
上

●
組
演
武
…
小
学
低
・
中
・
高
学
年
、

中
学
生
以
上
段
外
、
中
学
生
有
段

一
般
、
親
子
、
兄
弟
・
姉
妹

参
加
費　

１
人
２
０
０
円

申
込
期
日　

８
月
21
日
㈮

い
ず
れ
も

参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
者

申
込
・
問
合
先　

各
期
日
ま
で
に
所

定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
参
加
費
を
持
参
し
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
課
へ

利用者
夏期プール特別利用料金

トレーニング ランニング 
通常料金 夏期料金

7/20～ 8/31 月極料金

一　般
（高校生以上）

1回620円
（月極6,200円） 410円 7月分 5,550円

8月分 4,100円
1回410円

（月極4,100円） 1回210円

高齢者
（60歳以上の

市内在住者）
1回310円

（月極3,100円） 210円 7月分 2,720円
8月分 2,100円

1回210円
（月極2,100円）

※小学生以下利用不可
1回110円

3歳～中学生
障害者手帳を持っている人は無料。
※表示料金はすべて税込です。

◆遊泳時間
利用者 時　間

高校生以上 9:00～20:45
（こども園など使用日は12:00～)

中学生 9:00～19:00
（こども園など使用日は12:00～)

身長120㎝以上の小学生 12:00～17:00

●身長120cm未満の小学生・未就学児が遊泳する場合は、
保護者（18歳以上）が一緒に入水してください。
●3歳～中学生が保護者（18歳以上）と入水する場合は、
9:00～20:45で遊泳可能です。
●こども園など使用日は、問い合わせてください。
●スイミングキャップを必ず着用してください。

時間 備考

午前9時～午後9時 
 （2時間単位）

●健康増進センター研修室  
半面：1,850円 
全面：3,700円 
●市民総合体育館会議室  
半面：1,350円  
全面： 2,700円

◆健康増進センター研修室・市民総合体育館会
議室をご利用ください。
各種スポーツ団体・グループや、企業の研修会・
勉強会・ミーティングの場として、少人数から
約120名までご利用可能です。

※利用者多数の場合は入場制限をおこなう場合があります。

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします
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報報情情てて育育子子
泉
州
南
部
初
期
急
病
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
６
４
・
６
０
４
０
） 

診
療
科
目
：
小
児
科
・
内
科　
受
付
：
●
木
曜
日
（
小
児
科
の
み
）
…
午
後
７
時
30
分
〜
10
時
30
分 

●
土
曜
日
…
午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分 

●
日
曜
日
、
祝
・
休
日
…
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
、
午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30
分 

◆子育て支援課・健康推進課◆子育て支援課・健康推進課
　　　　　　　（☎463-1212 Fax464-9314）　　　　　　　（☎463-1212 Fax464-9314）
◆子どもフリーダイヤル（◆子どもフリーダイヤル（ 0120-510-783）0120-510-783）

乳児の結核予防接種（BCG）
日時  7月9日㈭ 午前9時30分～11時
場所　健診センター (市役所本庁舎南側)
対象　令和元年7月10日～令和2年2月10日生まれの
乳児 
持ち物　予診票、母子健康手帳（忘れると接種できま
せん。）
問合先　健康推進課

ファミリー教室（予約制）
　赤ちゃんを迎える家族のために、助産師による話や
赤ちゃんのお風呂の入れ方の実習をします。
日時　8月3日㈪ 午後1時～4時（受付：午後0時45分～）
場所　健診センター（市役所本庁舎南側）
定員　8組（先着順）
持ち物　母子健康手帳、お茶など（水分補給用）、タオ
ル、筆記用具
申込・問合先　7月31 日㈮までに電話で健康推進課へ
※受講無料

栄養相談（予約制）
　離乳食完了までの子どもの食事について個別相談が
できます。
日時　7月15日㈬ 午前9時30分～11時（1人30分）
場所　健診センター (市役所本庁舎南側)
対象　１歳６ヵ月までの子どもと保護者
定員　5人（先着順）
持ち物　母子健康手帳
申込・問合先　健康推進課

離乳食講習会（予約制）
　新型コロナウイルス感染症拡大のリスクを減らすた
め、離乳食講習会の実施形態を変更し、個別相談会と
して開催します。保健師と栄養士に相談できます。
日時　7月13 日㈪ 午後1時～3時（1人30分）
場所　次世代育成地域交流センター
定員　16人（先着順）
内容　離乳食・育児についての相談、赤ちゃん計測など
持ち物　母子健康手帳
申込・問合先　健康推進課

市こどもの居場所づくり事業
「こども食堂」

　みんなと一緒にご飯を食べたり、宿題をしたり、安
らぎを感じられるようなこどもの居場所を提供します。
　また、月に一度「農業体験」を実施しています。土
に触れ、食べ物を育たり、採れた作物の試食をするな
どの体験ができます。ぜひ、参加してください。
日時　毎週月・水・金曜日
時間　午後3時～ 7時
※農業体験は7月18日㈯ 午後2時～ 4 時
持ち物　水筒、軍手、帽子
場所　うちカフェ（市場東2丁目326-７）
申込・問合先　「サードプレイス」（中村 ☎090-6238-
2345 eメール：info@the3rdplace.jp）
※事前に問い合わせてください。

病後児保育
　市内公立こども園・民間の認可保育園・認定こども
園に通園中の児童が、病気やけがの回復期などのため
に、集団保育が困難な時期、一時的にその児童の保育
および看護を行います。
利用日時　月～金曜日（祝・休日、年末年始除く）
　　　　　午前8時～午後6時
場所　下瓦屋保育園（上瓦屋610-1）
定員　1日2人以内
利用料　（日額）
●3歳未満　3,000円
●3歳以上　2,000円
利用方法　利用を希望する人は事前登録が必要です。
生活保護世帯、市民税非課税世帯は減免あり
問合先　下瓦屋保育園（☎463-3359）

毎月19日は「食育の日」　
　バランス良く食べて、メタボリックシンドロームを
予防しよう。主食・主菜・副菜をそろえて食べよう。
問合先　健康推進課

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします
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心
の
輪
を
広
げ
る
体
験
作
文
・

障
が
い
者
週
間
の
ポ
ス
タ
ー

　

障
害
の
あ
る
人
と
な
い
人
と
の
心

の
ふ
れ
あ
い
の
体
験
を
綴
っ
た
作
文

や
、
障
害
者
へ
の
理
解
を
促
進
す
る

ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
入
賞
者

に
は
、
賞
状
な
ど
を
贈
呈
し
ま
す
。

【
作
文
】
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

（
縦
書
き
）
で
、
小
・
中
学
生
は
２
〜

４
枚
、
高
校
生
・
一
般
は
４
〜
６
枚

※
点
字
や
電
子
メ
ー
ル
で
の
応
募
可

【
ポ
ス
タ
ー
】
小
・
中
学
生
の
み
。

Ｂ
３
画
用
紙
ま
た
は
四
つ
切
り
サ
イ

ズ
画
用
紙
（
縦
長
の
み
）

申
込
・
問
合
先　

７
月
１
日
㈬
〜
９

月
４
日
㈮
（
必
着
）
に
郵
送
ま
た
は

持
参
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）

で
府 

障
が
い
福
祉
企
画
課 

権
利
擁

護
グ
ル
ー
プ（
〒
５
４
０
・
８
５
７
０ 

大
阪
市
中
央
区
大
手
前
３
丁
目
２
番

12
号 

☎
06
・
６
９
４
１
・
０
３
５
１ 

Fax 

06
・
６
９
４
２・
７
２
１
５)

へ

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http

://w
w
w
.pref.osaka.lg.jp/kei

kakusuishin/syougai-info/r2
sakubunposuta.htm

l

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします
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令
和
元
年
度
対
象
者
で
、
新 

型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
令
和
元
年
度
に
受
診
で
き
な
か
っ

た
人
は
、
令
和
２
年
度
中
（
令
和
３

年
３
月
31
日
ま
で
）
も
受
診
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
希
望
す
る
人

は
健
康
推
進
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券

　

今
年
度
対
象
の
人
へ
子
宮
・
乳
が

ん
検
診
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
発
送
し
ま

し
た
。
こ
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
す

る
と
、
対
象
の
検
診
を
無
料
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象

●
乳
が
ん
検
診
…
昭
和
54
年
4
月
2

日
〜
昭
和
55
年
4
月
1
日
生
ま
れ

●
子
宮
が
ん
検
診
…
平
成
11
年
4
月

2
日
〜
平
成
12
年
4
月
1
日
生
ま
れ

問
合
先　

健
康
推
進
課

※
ク
ー
ポ
ン
券
に
は
有
効
期
限
が
あ

る
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
受
診

の
時
期
は
、
感
染
症
の
流
行
状
況
と

自
身
の
体
調
を
み
て
判
断
い
た
だ

き
、個
別
医
療
機
関
で
検
診
の
際
は
、

必
ず
事
前
に
各
実
施
医
療
機
関
へ
確

認
の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

集団がん検診（予約制・先着順）
～元気でも「もしも」のためです～（健康マイレージ対象）

問合先　健康推進課場所　健診センター（市役所本庁舎南側）
申込
●先行予約受付　7月14日㈫
～がん検診受診促進キャンペーン～（健康推進課での窓口予約）
　電話での予約混雑をさけるため、5人以上の申込で通常の申込期
間に先行して予約ができます。申込期間が同一であれば、検診日は
全員が同日でなくても構いません。申込チラシに必要事項を記入し、
代表者が先行予約受付日（7月14日㈫）に健康推進課へ5人分以上提
出してください。予約結果はその場で代表者へお知らせします。
※申込チラシは市ホームページからダウンロードできます。 
●インターネット予約　7月21日㈫～8月26日㈬
（https://izumisano-sanokenkonavi.secure.force.
com）
※右のインターネット予約用QRコードからもアクセ
スできます。
●電話予約　7月21日㈫～8月26日㈬（日曜日、祝日除く）午前
8時30分～午後7時にフリーダイヤル 0120-188-489（聴覚障
害の人限定 Fax461-4571）へ
※先行予約受付日以外の健康推進課窓口予約はありません。受付期
間終了後でも、空き状況により再度インターネットで予約の受付を
行う場合があります。変更・キャンセルは、申込期間内にフリーダ
イヤルまたはインターネットで

【結核・肺がん検診】
内容・費用　●胸部レントゲン・無料
　　　　　　●喀痰細胞診（対象者のみ）・300円
対象　40歳以上の市民
【胃がん検診】
内容・費用　胃部エックス線検査・600円
対象　40歳以上の市民
※50歳以上の人は、指定医療機関で胃内視鏡検査（自
己負担2,000円）を受診できます。ただし、胃内視鏡検
査を受診すると次年度は胃がん検診は受診不可。
【大腸がん検診】※指定医療機関でも受診可
内容・費用　便潜血検査・無料
対象　40歳以上の市民

【乳がん検診】※指定医療機関でも受診可
内容・費用　マンモグラフィ（乳房エックス線検査）と
視触診・1,100円
対象　40歳以上の女性の市民（平成31年4月1日以降に
受診した人は不可）
【子宮がん検診】※指定医療機関でも受診可
内容・費用　細胞診と内診・800円
対象　20歳以上の女性の市民（平成31年4月1日以降
に受診した人は不可）

※詳しくは広報5月号「守ろう健康 つくろう健康」を
ご覧ください。10・11月の集団がん検診については
ホームページまたは広報8月号をご覧ください。

※当日受付時間：午前は9:00～11:50、午後
は13：30～16:00（検診・日程により異なる）
（＊1）…3歳半健診併設日でインターネッ
トのみの申込
（＊2）…加入している医療保険の種類に関係
なく、特定健診とがん検診がセットで受けら
れます。ただし、泉佐野市国民健康保険・全
国健康保険協会（協会けんぽ）以外は、事前
に加入の医療保険者に受診可能か確認のうえ、
受診券の発行を受けた後、申込してください。

実施日（9月）時間 がん検診の種別
16日㈬（＊1）午後 乳、子宮

24日㈭（＊2）午前 結核・肺、胃、大腸、乳、
子宮

25日㈮（＊2）午前 結核・肺、胃、大腸、乳、
子宮

27日㈰ 午前 子宮
午後 子宮

28日㈪ 午前 子宮



 日本遺産・中世日根荘を巡る⑫
　　　～絵図編（11）「檀波羅密寺」～

「日本遺産」に認定された「旅引付と二枚の絵図が伝
えるまち ―中世日根荘の風景―」のストーリーを構
成する泉佐野市の文化財等を紹介します。

問合先　文化財保護課

　「檀波羅密寺」は、約700年前に日根野村荒野開発絵図の左下隅に「熊
野大道」に沿った場所に堂宇が一棟描かれた寺院です。かつて檀波羅丘
陵から市場町まで大きな寺域があり、その一部が上町の観音堂や市場の
如来寺、熊取町五門西にある慈照寺に伝わっていますが、応永6（1399）
年に大内義弘の応永の乱で焼失したといわれ、存在は知られるものの長
らく幻の寺となっていました。
　現在は府道30号の標識「ダンバラ公園前」や、「檀波羅公園（檀波羅公
園墓地）」などの名前にその名残が見られますが、場所や内容については
国道26号や店舗などの工事に伴う発掘調査によって、次第に明らかとなっ
てきています。なかでも寺院の建造物に葺かれた瓦が大量に廃棄されて
いる中に混じって、「檀波羅密寺」の名前が陽刻された軒平瓦や梵字を入
れた軒丸瓦が出土し、これにより年代も平安時代末期から鎌倉時代のものであることが確実となっており、
絵図に描かれた寺院の姿が明らかとなるのも、そう遠い日ではないかもしれません。

　※絵図の写真は、歴史館いずみさの所蔵の複製を使用（原本は宮内庁書陵部所蔵）

檀
波
羅
密
寺文字

・
梵
字
瓦
▼

◀
日
根
野
村
絵
図
に
記
さ

れ
た
「
檀
波
羅
密
寺
」

　

疫
神
信
仰
は
天
然
痘
や
コ
レ
ラ
、

赤
痢
な
ど
の
感
染
症
や
、
風
邪
や
そ

の
ほ
か
の
病
気
に
対
し
て
病
を
運
ぶ

と
さ
れ
る
神
を
祀
り
、
流
行
収
束
、

病
気
平
癒
を
祈
願
す
る
も
の
で
す
。

　

日
本
で
は
、
６
世
紀
頃
に
朝
鮮
半

島
で
流
行
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

疱
瘡
（
ほ
う
そ
う
、
天
然
痘
と
い
わ

れ
る
）、
平
安
時
代
以
降
に
流
行
し
た

現
在
の
麻
疹
と
い
わ
れ
る
赤
班
瘡
（
あ

か
も
が
さ
）
な
ど
が
史
料
に
登
場
し

ま
す
。
特
に
天
平
年
間
（
７
３
５
〜

７
３
８
）
の
疫
病
大
流
行
で
は
、
平

城
京
で
政
権
を
担
っ
た
藤
原
四
兄
弟

や
他
の
高
位
貴
族
が
相
次
い
で
死
去

し
た
た
め
、
朝
廷
の
政
治
を
担
う
者

が
減
少
、
大
混
乱
に
陥
り
ま
し
た
。

こ
の
流
行
は
疫
病
に
よ
る
政
治
的
打

撃
だ
け
で
は
な
く
、
奈
良
大
仏
造
立

の
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
こ
と
で
も

有
名
で
す
。
遡
っ
て
６
世
紀
、
敏
達

天
皇
の
頃
の
流
行
で
は
、
崇
仏
論
争

の
真
っ
只
中
で
あ
り
、「
仏
教
普
及
を

す
す
め
た
こ
と
で
日
本
古
来
の
神
を

蔑
ろ
に
し
た
神
罰
」
と
い
う
見
方
が

広
ま
り
、
蘇
我
氏
の
影
響
力
が
一
時

的
に
低
下
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

疫
病
は
目
に
は
見
え
ず
、
ま
た
医

療
が
未
発
達
で
あ
っ
た
当
時
の
日
本

で
は
神
や
鬼
が
運
ぶ
も
の
、
す
な
わ

ち
疫
神
・
疫
鬼
（
え
や
み
の
お
に
）

の
も
た
ら
す
神
罰
・
仏
罰
が
原
因
と

考
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
古

代
に
お
け
る
疫
病
に
は
、
役
行
者
の

よ
う
な
山
林
で
修
業
す
る
宗
教
者
に

「
疫
神
と
泉
佐
野
」

よ
る
祈
祷
や
薬
草
知
識
（
の
ち
の
修

験
者
）、
陰
陽
師
に
よ
る
陰
陽
五
行

思
想
を
用
い
た
呪
術
的
行
為
な
ど
で

対
応
し
、
平
安
時
代
以
降
に
は
寺
社

で
の
祈
祷
、
修
験
者
・
陰
陽
師
に
よ

る
呪
い
（
ま
じ
な
い
）、祭
祀
（
鎮
祭
）

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
安
時
代
以
降
、
疫
病
や
災
害
に

対
し
て
「
政
争
で
敗
れ
た
者
に
よ
る

祟
り
、
す
な
わ
ち
怨
霊
（
菅
原
道
真
、

平
将
門
な
ど
）
に
よ
る
仕
返
し
で
あ

る
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
そ
う

し
た
霊
を
祀
れ
ば
御
霊
（
ご
り
ょ
う
）

と
し
て
身
を
護
っ
て
も
ら
え
る
と
い

う
信
仰
が
広
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

「
御
霊
信
仰
」
と
よ
び
ま
す
。
ま
た
、

類
似
す
る
も
の
と
し
て
「
疫
病
信
仰
」

が
あ
り
、
怨
霊
で
は
な
く
疫
病
を
も

た
ら
す
神
（
牛
頭
天
王
、
か
ぜ
の
神
、

疱
瘡
神
な
ど
）
を
祀
り
ま
し
た
。
泉

州
で
は
牛
頭
天
王
が
最
も
有
力
で
、

蘇
民
将
来
札
と
と
も
に
重
宝
さ
れ
ま

し
た
。
和
泉
市
池
田
寺
跡
、
泉
南
市

岡
中
西
遺
跡
な
ど
で
は
呪
符
木
簡
が

出
土
し
て
お
り
、
泉
南
市
の
事
例
で

は
「
九
九
八
十
一
、八
九
七
十
二　

急

急
如
律
令
」
と
刻
ま
れ
た
も
の
が
見

つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
疫
病
に
対

す
る
祈
祷
の
痕
跡
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
泉
佐
野
市
域
の
疫
神
信
仰

と
し
て
は
牛
頭
天
王
、
八
王
子
、
摩

多
利
神
な
ど
が
あ
り
、
日
根
荘
や
江

戸
期
以
降
の
市
域
の
各
村
々
で
信
仰

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

特
に
中
世
の
土
丸
・
大
木
地
区
で

は
疫
神
で
あ
る
牛
頭
天
王
や
、
方
位

神
で
あ
る
大
将
軍
に
関
す
る
祭
祀
を

行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
九
条
家

文
書
に
は
「
大
将
軍
ノ
五
節
供
」「
五

頭
天
王
五
節
供
」
と
記
さ
れ
、
各
祭

祀
用
の
年
貢
が
取
り
決
め
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
大
将
軍
や

牛
頭
天
王
は
暦
や
方
位
に
関
す
る

神
々
で
あ
る
と
と
も
に
、
季
節
ご
と

に
移
動
し
て
人
々
に
厄
（
疫
）
を
ふ

り
ま
く
神
と
し
て
も
認
識
さ
れ
た
た

め
、
疫
病
や
災
害
を
恐
れ
る
中
世
の

人
々
は
篤
く
信
仰
し
ま
し
た
。

　

牛
頭
天
王
は
明
治
の
神
仏
分
離
令

な
ど
で
ス
サ
ノ
オ
へ
転
換
、
牛
頭
天

王
を
祀
る
諸
社
は
八
坂
神
社
へ
習
合

さ
れ
、
現
在
で
は
み
る
影
も
な
く
な

り
ま
し
た
。
次
回
以
降
は
牛
頭
天
王

や
方
位
に
関
す
る
話
を
夏
季
開
催
の

特
別
展
に
合
わ
せ
て
紹
介
し
ま
す
。 

▶
災
い
を
ま
ね
く
神
、
金
神

（
歴
史
館
い
ず
み
さ
の
蔵
）

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力をお願いします

い
ず
み
さ
の
昔
と
今 
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レイクアルスタープラザ・レイクアルスタープラザ・
カワサキ歴史館いずみさのカワサキ歴史館いずみさの
☎469-7140 Fax469-7141☎469-7140 Fax469-7141
休館日休館日　　月曜日、祝日（祝月曜日、祝日（祝
日が月曜日の場合は月曜日日が月曜日の場合は月曜日
と火曜日が休館）と火曜日が休館）
開館時間開館時間
午前9時～午後5時午前9時～午後5時
（入館は午後4時30分まで）（入館は午後4時30分まで）
入館料入館料　無料　無料



視
覚
障
害
者
向
け　

対
面
朗
読
サ
ー
ビ
ス　
利
用
に
は
事
前
の
申
込
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ
中
央
図
書
館
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【レイクアルスタープラザ・カワサキ中央図書館】
毎週月曜日、30日㈭は休館
開館時間　午前9時30分～午後7時（日曜・祝日は午後5時まで）
☎469-7130 Fax469-7131
【佐野・長南・日根野公民館 図書室】
毎週月曜日、23日㈷、24日㈷、30日㈭は休館
利用時間　午前9時30分～午後5時
佐野公民館 図書室 ☎463-6035 長南公民館 図書室 ☎465-1101
日根野公民館 図書室 ☎468-0808 
【北部公民館図書室 ☎469-5171】
毎週日曜日、23日㈷、24日㈷、30日㈭は休館
利用時間　午前10時30分～午後6時

移動図書館 いちょう号巡回表
ステーション名 7月 8月 曜日 時 間（午 後） ステーション名 7月 8月 曜日 時 間（午 後）

末広小学校正門 8日
29日 19日

水

1時00分～2時00分 第一小学校 17日 ー

金

1時00分～1時50分

長南小学校 8日
29日 19日 2時20分～2時50分 府営鶴原中央住宅集会所 17日 14日 2時20分～3時20分

上大木河原織布前 8日
29日 19日 3時40分～4時10分 上瓦屋ちびっこ広場 17日 14日 3時40分～4時30分

第三小学校 1日
22日 ー 1時00分～2時00分 大木小学校運動場前 3日

31日 21日 1時10分～2時10分

第二小学校 1日
22日 ー 2時20分～3時20分 府営長滝住宅集会所 3日

31日 21日 2時40分～3時10分

佐野台小学校東門 15日 5日
26日 1時00分～2時00分 府営佐野台住宅一斉清掃

ゴミ置き場前 18日 8日
29日

土

1時00分～1時45分

中央小学校 15日 5日
26日 2時30分～3時30分 府営泉ヶ丘住宅集会所 18日 8日

29日 2時00分～2時45分

上之郷小学校裏門 2日 6日

木

1時10分～2時10分 新家町会館 18日 8日
29日 3時00分～3時30分

安松町会館 2日 6日 2時30分～3時00分 貝田町会館 18日 8日
29日 3時40分～4時10分

北中小学校 9日 ー 1時00分～2時00分 樫井西町若宮神社境内 4日
25日 15日 1時15分～1時45分

西出町会館 9日 13日 2時30分～3時00分 府営羽倉崎住宅
中央集会所

4日
25日 15日 2時00分～3時00分

府営鶴原北住宅集会所 9日 13日 3時30分～4時00分 湊町会館 4日
25日 15日 3時30分～4時10分

日新小学校南門 10日 7日
28日

金

1時10分～2時10分 羽倉崎実行組合集会所（旧JA
大阪泉州羽倉崎支店）駐車場 11日

1日
22日 1時20分～2時00分

野々地蔵町内会館 10日 7日
28日 2時30分～3時10分 いこらも～る泉佐野

臨時駐車場 11日 1日
22日 2時20分～3時50分

土丸長生会館 10日 7日
28日 3時30分～4時00分 ※交通事情・天候などにより、遅れたり予定を変更したりす

る場合があります。

駅前移動図書館
（南海「泉佐野」駅）

日時　7月2日㈭・16日㈭、8月6日㈭
　　　午前6時45分～ 8時

新着図書案内
【一般書】
▶総予算33万円・9日間から行く!世
界一周大人の男海外ひとり旅(伊藤伸
平)▶中高年ひきこもり (藤田孝典)▶
ウォーキングの科学(能勢　博)

【児童書】
▶はりねずみくんのねがいごと（はらだ
よしこ）▶ふとんがふっとんだ（新井
洋行)▶いつもとなりで（よしだ　るみ）
▶こねこをひろったけどそだててみたら
…（新井洋行)
※上記以外の新着図書については、問い
合わせてください。

おはなし会
　絵本の読み聞かせ、手遊びなど
をします。
日時　7月15日㈬ 、8月5日㈬
　　　午前11時～11時30分
場所　レイクアルスタープラザ・
カワサキ中央図書館 2階視聴覚室
※申込不要、参加無料。
午前10時～正午には
「すくすくタイム」（申
込不要）を実施してい
ます。

第66回青少年読書感想文
全国コンクール課題図書

　課題図書の貸出は、今年度は通
常の図書と同じ扱いです。予約も
できます。
【小学校低学年の部】▶山のちょう
じょうの木のてっぺん▶おれ、よ
びだしになる▶タヌキのきょうし
つ▶ながーい5ふん みじかい5ふん
【小学校中学年】▶青いあいつが
やってきた！？▶ねこと王さま▶
ポリぶくろ、1まい、すてた▶北極
と南極の「へぇ～」くらべてわか
る地球のこと
【小学校高学年】▶ヒロシマ消え
たかぞく▶月と珊瑚▶飛ぶための
百歩▶風を切って走りたい！
【中学校】▶天使のにもつ▶11番
目の取引▶平和のバトン
【高等学校】▶廉太郎ノオト▶フ
ラミンゴボーイ▶キャパとゲルダ

土曜子どもシアター
日時　7月11日㈯ 午後2時～
場所　レイクアルスタープラザ・
カワサキ中央図書館 2階視聴覚室
内容　「学校の怪談 戦慄の校外編」

（46分）
定員　30人（先着順）
持ち物　飲料水、手拭き用タオル
※申込不要、参加無料 

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

24広報いずみさの 令和2年7月号



文
化
・
教
養

※祝日の開館状況は各施設に問い合わせてください。
　また、身体の障害などにより、配慮が必要な場合は申込時にお知らせください。

イベ
ント

イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント
イベ
ント

イン
フォ

イン
フォ

  メー
ショ
ン

  メー
ショ
ンイベ

ント

イン
フォ

  メー
ショ
ン

【受付時間】
●レイクアルスタープラザ・カワサキ生涯学習センター、佐野・長南・日根野公民館
火～日曜日（祝・休日除く） 午前9時～午後5時
●いずみさの女性センター　火～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時15分
●北部市民交流センター本館、北部公民館　月～土曜日（祝・休日除く）午前9時～午後8時
●南部市民交流センター本館　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●南部市民交流センター青少年センター　月～金曜日（祝・休日除く）午前9時～午後5時
●レイクアルスタープラザ・カワサキ歴史館いずみさの
火～日曜日（祝日除く。月曜日が祝日の場合は、月曜日と火曜日が休館）午前9時～午後5時
●J:COM末広体育館（市民総合体育館）　
火～日曜日（祝日除く。日・月曜日が祝日の場合、火曜日は受付不可） 午前9時～午後5時15分

文
化
・
教
養

文
化
・
教
養

そ
の
他

福　

祉

健　

康

歴　

史

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

■
油
断
大
敵
！
食
中
毒
！

〜
感
染
症
や
食
中
毒
に
負
け
な
い
〜

　

季
節
ご
と
に
気
を
付
け
る
感
染
症
と

そ
の
予
防
法
を
紹
介
し
ま
す
。
手
洗
い

チ
ェ
ッ
カ
ー
を
使
っ
て
日
頃
の
手
洗
い

が
き
ち
ん
と
出
来
て
い
る
か
確
か
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

７
月
31
日
㈮

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

戸
川
真
早
美
さ
ん
（
近
畿
中
央

ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
料
水
、
手
拭

き
用
タ
オ
ル　

申
込　

７
月
７
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
７
月
28
日
㈫

ま
で

※
受
講
無
料

■ 

固
ま
る
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り

　

ペ
ン
や
印
鑑
、
歯
ブ
ラ
シ
立
て
な
ど

に
活
用
で
き
ま
す
。
サ
イ
ズ
は
高
さ
38

㎜
、
底
部
直
径
43
㎜
で
す
。

日
時　

８
月
２
日
㈰ 

午
後
１
時
〜
３
時

対
象　

小
学
生
以
上

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

挽
田
阿
美
さ
ん
（
３
Ｄ
プ
レ
ミ

ア
ム
マ
ス
タ
ー)

材
料
費　

１
，
５
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
料
水
、
手
拭

き
用
タ
オ
ル

申
込　

７
月
８
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

■ 

子
ど
も
パ
ン
講
座

〜
顔
パ
ン
作
り
〜

日
時　

８
月
９
日
㈰ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

小
学
生

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

木
村
明
美
さ
ん
（
長
南
公
民
館

登
録
ク
ラ
ブ
講
師
）

材
料
費　

６
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
マ
ス
ク

申
込　

７
月
８
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
７
月
31
日
㈮
ま
で

※
原
材
料
に
卵
、
乳
成
分
、
小
麦
を
使

用
し
て
い
ま
す
。

■
体
験
講
座
「 

大
正
琴
」

　

楽
譜
が
読
め
な
く
て
も
簡
単
に
弾
く

事
が
で
き
ま
す
。
心
に
し
み
る
音
色
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

７
月
30
日
㈭ 

午
後
１
時
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

水
嶋
由
美
子
さ
ん (

長
南
公
民

館
登
録
ク
ラ
ブ
講
師) 

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
料
水
、
手
拭

き
用
タ
オ
ル

■ 

甘
酒
と
塩
こ
う
じ
作
り
講
座

　
「
飲
む
点
滴
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
栄

養
価
が
高
く
、
腸
内
環
境
が
整
い
美
肌

効
果
、
便
秘
解
消
も
期
待
で
き
ま
す
。

日
時　

７
月
31
日
㈮
、
８
月
２
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午
（
全
２
回
）

対
象　

16
歳
以
上
で
５
合
炊
き
電
気
炊

飯
器
を
お
持
ち
の
人

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ
き

ん
、
マ
ス
ク
、
広
口
瓶
（
２
ℓ
塩
麴
用
）

申
込　

７
月
７
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
７
月
22
日
㈬
ま
で

佐
野
公
民
館☎

４
６
３・
６
１
８
１

Fax
４
６
９・
２
２
４
３

■
持
っ
て
い
な
い
方
・
こ
れ
か
ら
検
討

さ
れ
る
方
の
為
の 

シ
ニ
ア
向
け
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
講
座
（A

ndroid

）

　

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
簡
単
に
使
え
る
教

材
で
、
初
め
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体

験
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
が

な
く
て
も
簡
単
に
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
楽

し
め
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
方
を

わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま
す
。

長
南
公
民
館

☎
４
６
５
・
０
７
８
６

Fax
４
６
５
・
１
１
０
３

日
時　

８
月
４
日
㈫ 

午
後
１
時
〜
３
時

対
象　

こ
れ
か
ら
購
入
を
検
討
し
て
い

る
シ
ニ
ア
の
人

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
公
認
講
師

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
料
水
、
手
拭

き
用
タ
オ
ル

※
受
講
者
に
はA
ndroid O

S

の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
貸
し
出
し
ま
す
。

申
込　

７
月
９
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
７
月
30
日
㈭

ま
で

※
受
講
無
料

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
７
月
25
日
㈯
ま
で

※
大
正
琴
は
講
師
が
準
備
し
ま
す
。

申
込　

７
月
７
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
７
月
25
日
㈯

ま
で

※
受
講
無
料
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文
化
・
教
養

※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

福　

祉

健　

康

歴　

史

そ
の
他

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
７
１
２
０

Fax
４
６
９・
７
１
２
１

■
【
ア
ン
コ
ー
ル
企
画
】 

速
読
体
験
講
座

　
「
速
読
」
は
斜
め
読
み
や
飛
ば
し
読

み
で
は
な
く
、
内
容
の
理
解
度
や
記
憶

力
は
従
来
通
り
で
、
読
書
速
度
だ
け
を

引
き
上
げ
る
方
法
で
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
２
〜
10
倍
の
速
さ
に
な
り
、
同
じ

時
間
で
何
倍
も
読
書
や
学
習
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
記
憶

力
や
集
中
力
の
ア
ッ
プ
、
脳
の
ア
ン
チ

エ
イ
ジ
ン
グ
に
繋
が
り
ま
す
。

日
時　

８
月
19
日
㈬ 

午
後
１
時
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

※
昨
年
度
未
受
講
者
優
先

定
員　

12
人
（
先
着
順
）

講
師　

辻
野
由
紀
子
さ
ん
（
美
脳
ア
カ

デ
ミ
ー 

速
読
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

資
料
代　

１
０
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
電
卓
、
飲
料
水
、

手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　

７
月
15
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
一
時
保
育
（
若
干
名
・
先
着

順
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

■
親
子
で
ジ
ェ
ル
サ
ン
ド
体
験
講
座

　

カ
ラ
フ
ル
な
色
の
つ
い
た
砂
（
カ

ラ
ー
サ
ン
ド
）
を
積
み
重
ね
て
模
様
を

作
り
、
可
愛
い
フ
ィ
ギ
ュ
ア
や
ボ
タ
ニ

カ
ル
（
植
物
）
を
入
れ
、
ジ
ェ
ル
ワ
ッ

ク
ス
を
流
し
込
ん
で
涼
し
げ
な
イ
ン
テ

リ
ア
を
作
り
ま
す
。

開
催
日　

７
月
26
日
㈰

時
間　

●
午
前
10
時
〜
11
時

●
午
前
11
時
15
分
〜
午
後
０
時
15
分

対
象　

概
ね
５
歳
〜
小
学
生
と
保
護
者

定
員　

各
８
組
（
先
着
順
）

講
師　

田
中
君
代
さ
ん
（
カ
ラ
ー
サ
ロ

ン 

ア
ン
ジ
ュ
ク
ル
ー
ル
主
宰
）

材
料
費　

●
中
グ
ラ
ス
、
ボ
タ
ニ
カ
ル

…
１
，
０
０
０
円

●
ミ
ニ
ボ
ト
ル
…
５
０
０
円

■
お
気
に
入
り
♪ 

夏
用
蒸
れ
な
い
手
縫
い
マ
ス
ク
講
座

　

暑
い
季
節
で
も
蒸
れ
に
く
い
マ
ス
ク

作
り
の
コ
ツ
を
伝
授
し
ま
す
。

日
時　

８
月
６
日
㈭ 

午
後
１
時
〜
３
時

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

中
植
貴
子
さ
ん

（
日
本
手
芸
普
及
協
会 

指
導
員
）

材
料
費　

１
０
０
円

（
型
紙
２
種
、
マ
ス
ク
ゴ
ム
代
）

持
ち
物　

好
き
な
生
地
（
20
×
35
㎝
）

２
枚
（
表
用
…
綿
・
麻
・
ポ
リ
エ
ス
テ

ル
混
紡
な
ど
、
内
用
…
ガ
ー
ゼ
か
綿　

※
い
ず
れ
も
タ
オ
ル
地
は
不
可
）、 

縫

い
針
、
縫
い
糸
、
待
ち
針
、
裁
ち
ば
さ

み
、
飲
料
水
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　

７
月
８
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
若
干
名
・

先
着
順
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

■
【
ア
ン
コ
ー
ル
企
画
】

手
の
ひ
ら
パ
ソ
コ
ンIchigojam

は
ん
だ
付
け
＋
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
講
座

〜
手
の
ひ
ら
サ
イ
ズ
の
小
さ
な
パ
ソ
コ

ン
を
作
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
を

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
よ
う
！
〜

日
時　

８
月
８
日
㈯ 

●
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

●
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

対
象　

小
学
３
年
生
〜
中
学
生

※
昨
年
度
未
受
講
者
優
先
、
保
護
者
の

入
室
不
可

定
員　

各
10
人
（
先
着
順
）

講
師　

都　

亜
紀
さ
ん
（
株
式
会
社 

H
atsC

reate 

代
表
取
締
役
） 

ほ
か

材
料
費　

２
，
２
０
０
円　

※
作
っ
た
パ
ソ
コ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
す
。

持
ち
物　

飲
料
水
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用

具申
込　

７
月
10
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
７
月
31
日
㈮
ま
で

■
【
ア
ン
コ
ー
ル
企
画
】

親
子
で
読
書
感
想
文 

〜
あ
っ
と
い
う

間
に
読
書
感
想
文
が
書
け
る
！
〜

　

子
ど
も
の
苦
手
意
識
の
解
消
を
目
指

し
ま
す
！

日
時　

８
月
６
日
㈭

　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

対
象　

小
学
２
〜
６
年
生
と
保
護
者

（
保
護
者
に
も
読
書
感
想
文
を
書
い
て

い
た
だ
き
ま
す
）

定
員　

８
組
（
先
着
順
）

講
師　

五
十
棲
恵
子
さ
ん
（
魔
法
の
質

問
キ
ッ
ズ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）　　

持
ち
物　

感
想
文
を
書
き
た
い
本
ま
た

は
絵
本
（
親
子
個
々
に
持
参
、
で
き
れ

ば
既
読
済
み
の
本
）、
筆
記
用
具
、
飲

料
水

申
込　

７
月
９
日
㈭
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
（
若
干
名
・

先
着
順
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

持
ち
物　

飲
料
水
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　

７
月
７
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
７
月
19
日
㈰
ま
で

※
受
講
無
料
。
材
料
費
納
入
時
に
デ
ザ

イ
ン
を
選
択
。
一
時
保
育
（
若
干
名
・

先
着
順
）
あ
り
、
希
望
者
は
申
込
時
に

▲
中
グ
ラ
ス

ボ
タ
ニ
カ
ル(

右)

ミ
ニ
ボ
ト
ル(

左)

▼

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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文
化
・
教
養

※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

■
タ
オ
ル
で
作
る
花
工
房

〜
薔
薇
に
魅
せ
ら
れ
て
〜

日
時　

７
月
21
日
㈫ 

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
） 

講
師　

川
口
麗
子
さ
ん

（
花
工
房"Rei"

主
宰
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

細
い
ワ
イ
ヤ
ー
の
切
れ
る
ハ

サ
ミ
、
布
用
ハ
サ
ミ
、
布
用
ボ
ン
ド
、

持
ち
帰
り
用
袋

申
込　

７
月
７
日
㈫

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で

■
楽
し
く
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ぼ
う

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ロ
ボ
ッ
ト
「
こ
く

り
」
を
使
っ
て
楽
し
く
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

７
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

対
象　

小
学
生
と
保
護
者

定
員　

各
５
組
（
先
着
順
）

持
ち
物　

飲
料
水
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　

７
月
７
日
㈫  

午
前
９
時
30
分

以
降
に
電
話
で　

※
受
講
無
料

■
夏
休
み
映
画
会

「
ぼ
く
は
王
さ
ま
」

日
時　

８
月
16
日
㈰ 

午
後
２
時
〜

（
開
場
：
１
時
45
分
〜
）

場
所　

日
根
野
公
民
館

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

持
ち
物　

飲
料
水
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　

８
月
４
日
㈫ 

午
前
９
時
30
分

以
降
に
電
話
で　

※
参
加
無
料 

■
親
子
劇
場

「
お
や
こ D

e 

人
形
劇
」

日
時　

８
月
２
日
㈰ 

午
前
11
時
〜

（
開
場
：
10
時
45
分
〜
）

場
所　

長
南
公
民
館

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

持
ち
物　

飲
料
水
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　

７
月
15
日
㈬ 

午
前
９
時
30
分

以
降
に
電
話
で　

 

※
参
加
無
料

■
Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
で
つ
く
る

リ
ン
グ
ハ
ン
ド
ル
バ
ッ
グ

　

リ
ン
グ
ハ
ン
ド
ル
と
梱
包
用
に
使
わ

れ
て
い
る
Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド
で
、
軽
く
て
丈

夫
で
水
に
も
強
い
「
か
ご
バ
ッ
グ
」
を

作
り
ま
す
。

日
時　

7
月
20
日
㈪
・
27
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午
（
全
2
回
）

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人(

先
着
順)

講
師　

松
川
扶
実
さ
ん
（
北
部
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
本
館
登
録
講
師
）

受
講
料　

８
０
０
円
（
材
料
費
含
む
）

持
ち
物　

は
さ
み
、
メ
ジ
ャ
ー
、
ガ
ム

テ
ー
プ
、
洗
濯
ば
さ
み
（
20
個
）

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

7
月
3
日
㈮

以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
北
部
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
本
館
（
☎
４
６
４
・
５
７

２
５ 

Fax
４
６
９
・
２
２
８
４
）
へ
。
受

講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
7
月
15

日
㈬
ま
で

■
手
描
き
友
禅
教
室

〜
あ
な
た
だ
け
の
一
品
物
を

描
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
〜

日
時　

８
月
７
日
㈮  

午
後
１
時
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

菊　

桂
子
さ
ん
（
新
日
本
和
装

協
会
認
定
・
手
描
き
友
禅
講
師
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

飲
料
水
、
使
い
古
し
の
タ
オ

ル申
込　

７
月
10
日
㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
７
月
31
日
㈮
ま
で

福　

祉

健　

康

歴　

史

各
種
文
化
・
教
養

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

■
癒
さ
れ
w
e
e
k

時
間　
　
　
　
　
　
　

①
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

②
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員　

各
12
人
（
先
着
順
）

講
師　

太
田
知
佳
子
さ
ん

（
ア
ト
リ
エ
フ
ル
ー
ル
）

受
講
料　

各
２
，５
０
０
円
（
材
料
費
・

開
催
日

（
７
月
）

講 

座 

名 

①
18
日
㈯
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

②
21
日
㈫
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

日
根
野
公
民
館☎

４
５
０・
３
９
０
０

Fax
４
６
８・
０
０
１
１

 

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

 

中
央
図
書
館☎

４
６
９・
７
１
３
０

Fax
４
６
９・
７
１
３
１

そ
の
他

南
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館

☎
４
６
６・
１
６
４
１

Fax
４
６
６・
４
７
４
４

■
パ
パ
・
マ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

「
夏
で
も
食
欲
モ
リ
モ
リ
！
」

〜
メ
イ
ン
に
し
た
い
麺
料
理
〜

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

日
時　

７
月
28
日
㈫

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時

メ
ニ
ュ
ー　

彩
り
そ
う
め
ん
、
茄
子
の

田
楽
、
冬
瓜
と
海
老
の
水
晶
煮
、
ず
ん

だ
も
ち

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

伊
崎
眞
弓
さ
ん
（
栄
養
士
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
２
枚
、
筆
記
用
具

■
手
づ
く
り
お
菓
子
の
教
室

「
紅
茶
の
香
り
の
ケ
ー
キ
」

　

レ
ー
ズ
ン
や
オ
レ
ン
ジ
ピ
ー
ル
が

入
っ
た
香
り
高
い
ケ
ー
キ
で
す
。
1
／

2
ホ
ー
ル
（
直
径
18
㎝
）
を
持
ち
帰
り

ま
す
。

日
時　

８
月
３
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

木
村
明
美
さ
ん

材
料
費　

１
，
２
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰
り

用
容
器

■
か
ん
た
ん
手
づ
く
り
講
座

「
朝
顔
の
壁
掛
け
」

〜
ワ
イ
ヤ
ー
ラ
ッ
ク
に
咲
き
ほ
こ
る

朝
顔
の
花
！
〜

日
時　

７
月
31
日
㈮ 

午
後
１
時
〜
３
時

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

﨑
山
壽
美
子
さ
ん

材
料
費　

５
０
０
円

持
ち
物　

裁
縫
道
具
、
目
打
ち
、
手
芸

用
ボ
ン
ド
、
筆
記
用
具

　

い
ず
れ
も
申
込
は
７
月
７
日
㈫
以

降
に
本
人
が
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

資
料
代
含
む
）

持
ち
物　

は
さ
み
、
持
ち
帰
り
用
袋

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

開
催
日
の
3

日
前
ま
で
に
（
一
財
）
泉
佐
野
み
ど
り

推
進
機
構
り
ん
く
う
中
央
公
園
（
☎
４

６
９
・
３
３
３
２
）
へ

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

各
種
歴
史

歴　

史

歴　

史

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・
カ
ワ
サ
キ

歴
史
館
い
ず
み
さ
の

☎
４
６
９
・
７
１
４
０

Fax
４
６
９
・
７
１
４
１

泉
佐
野
ふ
る
さ
と
町
屋
館

（
旧
新
川
家
住
宅
）

☎
Fax
４
６
９・
５
６
７
３

■
新
川
家
教
室

●
木
彫
り
教
室
…

７
月
10
日
㈮ 

午
前
10
時
〜

●
フ
ル
ー
ト
教
室
…

７
月
16
日
㈭ 

午
後
１
時
〜

●
着
付
教
室
…７

月
16
日
㈭ 

午
後
１
時
〜

●
仕
舞
・
謡
曲
…

７
月
21
日
㈫ 

午
後
１
時
〜

申
込　

開
催
日
の
３
日
前
ま
で

■
恒
例
朝
市

日
時　

７
月
18
日
㈯

　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
ふ
ろ
し
き
手
づ
く
り
マ
ー
ケ
ッ
ト

日
時　

７
月
18
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
葛
城
修
験
二
十
八
宿
と
七
宝
瀧
寺

　

葛
城
山
に
は
「
葛
城
二
十
八
宿
」
と

い
わ
れ
る
行
場
が
現
存
し
、
和
歌
山
県

の
友
ケ
島
か
ら
奈
良
県
の
亀
の
尾
宿
ま

で
行
場
が
連
な
る
聖
地
と
な
っ
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
地
元
泉
佐
野
の
七
宝
瀧

寺
鈴
杵
ヶ
嶽
は
有
名
で
す
。
近
隣
の
行

場
を
含
む
葛
城
二
十
八
宿
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

日
時　

８
月
８
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

20
人
（
先
着
順
）　

講
師　

細
田
慈
人

（
歴
史
館
い
ず
み
さ
の
学
芸
員
）

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
料
水
、
手
拭

き
用
タ
オ
ル

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

７
月
10
日

㈮
以
降
に
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
佐
野

公
民
館
（
☎
４
６
３
・
６
１
８
１ 

Fax

４
６
９
・
２
２
４
３
）
へ
。
キ
ャ
ン
セ

ル
は
８
月
６
日
㈭
ま
で

※
受
講
無
料

■
令
和
２
年
度
夏
季
特
別
展

「
江
戸
時
代
の
屋
敷
図
と
占
い
書

〜
恵
法
・
鬼
門
と
家
相
〜
」
展

　

江
戸
時
代
に
は
現
在
と
同
様
に
疫
病

が
流
行
し
、
様
々
な
災
害
が
人
び
と
を

■
令
和
２
年
度
ミ
ニ
展
示

「
水
引
作
品
展
」

　

古
く
か
ら
ま
じ
な
い
や
結
納
の
縁
起

物
と
し
て
使
用
さ
れ
た
水
引
を
使
用
し

た
作
品
展
で
す
。
色
鮮
や
か
な
作
品
の

数
々
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
間　

８
月
22
日
㈯
ま
で

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
入
館
無
料

■
土
曜
れ
き
し
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

【
う
ち
わ
を
つ
く
ろ
う
！
】

開
催
日　

７
月
26
日
㈰

【
プ
ラ
バ
ン
で
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を

つ
く
ろ
う
！
】

開
催
日　

８
月
９
日
㈰

【
く
る
く
る
レ
イ
ン
ボ
ー
をつ

く
ろ
う
！
】

開
催
日　

８
月
16
日
㈰

い
ず
れ
も

時
間　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

定
員　

材
料
が
無
く
な
り
次
第
終
了

（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

文
化
・
教
養

福　

祉

健　

康

歴　

史

そ
の
他

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

文
化
・
教
養
（
つ
づ
き
）

■
英
語
検
定
（
５
〜
２
級
）

日
時　

10
月
３
日
㈯

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
級
別
）

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

定
員　

各
16
人
（
級
別
・
先
着
順
）

検
定
料　

２
，
０
０
０
円
〜
５
，
５
０

０
円
（
級
別
）

申
込
・
問
合
先　

８
月
８
日
㈯
〜
９
月

４
日
㈮
（
日
・
月
曜
日
、
祝
日
、
８

月
11
日
㈫
・
20
日
㈭
除
く
）
午
前
10

時
〜
午
後
５
時
に
検
定
料
を
持
参
し

生
涯
学
習
課
（
中
央
図
書
館
地
下 

☎

４
６
９
・
７
１
３
２
）
へ
。
キ
ャ
ン
セ

ル
は
９
月
４
日
㈮ 

午
後
５
時
ま
で

※
時
間
・
検
定
料
な
ど
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
【
お
や
こ
講
座
】

お
父
さ
ん
の
参
加
も
大
歓
迎
！

「
動
物
園
を
つ
く
ろ
う
！
」

　

親
子
で
デ
コ
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
、
か

わ
い
い
動
物
園
を
つ
く
り
ま
す
。

日
時　

８
月
２
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

小
学
生
と
保
護
者

定
員　

６
組
（
先
着
順
）

講
師　

山
崎
澄
子
さ
ん
（H

eart

工
房 

C
ha- C

ha

ク
ラ
フ
ト
作
家
）

材
料
費　

１
，
０
０
０
円
（
１
セ
ッ
ト
）

申
込
・
問
合
先　

7
月
1
日
㈬
以
降
に

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
い
ず
み
さ
の
女
性
セ

ン
タ
ー
（
☎
・
Fax
４
６
９
・
７
１
２
５
）

へ
。
材
料
費
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は

７
月
25
日
㈯
ま
で

※
服
装
は
汚
れ
て
も
よ
い
も
の
で

襲
い
ま
し
た
。
疫
病
や
災
害
か
ら
逃
れ

る
た
め
、
人
々
は
占
い
や
家
相
を
学
ぶ

こ
と
で
少
し
で
も
運
勢
が
よ
く
な
る
よ

う
に
と
願
い
ま
し
た
。
金
運
・
出
世
運
・

恋
愛
運
な
ど
現
在
で
も
よ
く
話
題
に
な

る
運
勢
は
、
江
戸
時
代
に
ど
の
よ
う
に

し
て
調
べ
た
の
か
、
恵
方
巻
を
食
べ
る

際
や
冠
婚
葬
祭
で
気
に
さ
れ
る
吉
方
と

は
な
に
な
の
か
、
江
戸
時
代
の
占
い
道

具
や
占
い
の
教
本
、
各
名
家
に
伝
え
ら

れ
る
家
相
図
を
み
る
こ
と
で
江
戸
時
代

の
人
々
の
運
命
観
を
学
び
ま
す
。

期
間　

７
月
11
日
㈯
〜
９
月
20
日
㈰

（
月
曜
日
・
祝
日
休
館
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
入
館
無
料

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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※各施設の受付時間は、25ページをご覧ください。

各
種
健
康

■
地
域
健
康
教
室

〜
い
つ
ま
で
も
若
く

健
康
で
い
る
た
め
に
〜

「
65
歳
か
ら
の
マ
ル
得
健
康
法
！

若
さ
を
保
つ
秘
訣
を
お
伝
え
し
ま
す
」

　

泉
佐
野
浴
場
組
合
の
協
力
に
よ
り
、

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
の
話
な
ど
、
1

回
30
分
程
度
の
地
域
健
康
教
室
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
教
室
終
了
後
に
は
無
料

で
入
浴
も
で
き
ま
す
（
入
浴
は
任
意
で

す
）。
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所
・
定
員

●
７
月
２
日
㈭ 

午
後
２
時
10
分
〜
・

な
ご
み
湯
（
笠
松
１
丁
目
３
番
23
号
）・

40
人

●
７
月
16
日
㈭ 

午
後
２
時
30
分
〜
・

羽
倉
崎
温
泉
（
東
羽
倉
崎
町
６
番
10

号
）・
男
女
各
25
人

※
各
10
分
前
よ
り
先
着
順
で
受
付

テ
ー
マ　
「
65
歳
か
ら
の
健
康
管
理
術
」

65
歳
か
ら
差
を
つ
け
る
健
康
づ
く
り
法

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
と
家
族

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
【N

ew
!

健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室
】

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

〜
こ
れ
が
ほ
ん
ま
の
股
関
節
運
動
〜

　

年
齢
が
出
や
す
い
股
関
節
周
り
を
、

徹
底
的
に
動
か
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

日
時　

７
月
27
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

対
象　

お
お
む
ね
50
歳
以
上

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

堀
田
笑
子
さ
ん

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
タ
オ
ル
、
水

分
補
給
用
の
飲
み
物

※
服
装
は
動
き
や
す
い
も
の
で

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

７
月
７
日
㈫

以
降
に
本
人
が
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
南
部

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
本
館
（
☎
４
６
６

・
１
６
４
１ 

Fax
４
６
６
・
４
７
４
４
）

へ※
受
講
無
料

■
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

外
出
自
粛
の
運
動
不
足
で
凝
り
か
た

ま
っ
た
身
体
を
ほ
ぐ
し
、
音
楽
に
合
わ

せ
て
楽
し
く
運
動
不
足
や
ス
ト
レ
ス
を

解
消
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

７
月
29
日
㈬

●
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
50
分

●
午
後
７
時
30
分
〜
８
時
40
分

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
）

講
師　

谷
口
寿
美
惠
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

受
講
料　

２
０
０
円

持
ち
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
大
き
め

の
バ
ス
タ
オ
ル
、
水
分
補
給
用
の
飲
み

物
、
汗
拭
き
用
タ
オ
ル

※
服
装
・
靴
は
動
き
や
す
い
も
の
で

申
込　

７
月
８
日
㈬
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
７
月
22
日
㈬
ま
で

健
康
推
進
課

☎
４
６
３・
１
２
１
２

Fax
４
６
４・
９
３
１
４

り
ん
く
う
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
４
６
９・
３
１
１
１

Fax
４
６
９・
７
９
２
９

　

７
月
の
「
市
民
健
康
講
座
」「
生

活
習
慣
病
予
防
教
室
」
は
休
講
し
ま

す
。

問
合
先　

地
域
医
療
連
携
室

北
部
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

本
館
・

北
部
公
民
館☎

４
６
４・
５
７
２
５

Fax
４
６
９・
２
２
８
４

健　

康

健　

康

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会

（
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象
）

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
健
康
寿
命
を
延
ば

し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

７
月
13
日
㈪

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分

※
雨
天
時
は
健
診
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

本
庁
舎
南
側
）
で
内
容
を
変
更
し
て
実

施集
合
場
所　

檀
波
羅
公
園
（「
松
風
台

西
」
交
差
点
西
側
）
内
の
広
場

コ
ー
ス　

大
細
利
池
周
回
コ
ー
ス

対
象　

医
師
か
ら
運
動
を
止
め
ら
れ
て

い
な
い
市
民

持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
料
水

※
服
装
・
靴
は
運
動
の
で
き
る
も
の
で

協
力　

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
推
進
員

※
申
込
不
要
、
参
加
無
料

■
台
湾
式
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
で

セ
ル
フ
ケ
ア

〜
足
裏
マ
ッ
サ
ー
ジ
とヘ

ッ
ド
カ
ッ
サ
〜

　

リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
は
体
調
を
改
善

し
た
り
、
疲
労
を
回
復
さ
せ
た
り
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
反

射
区
が
あ
る
足
裏
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
、
頭

や
目
の
コ
リ
を
改
善
す
る
ヘ
ッ
ド
カ
ッ

サ
を
使
っ
た
セ
ル
フ
ケ
ア
を
お
伝
え
し

ま
す
。
ご
家
族
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
に

も
お
す
す
め
で
す
。

日
時　

８
月
３
日
㈪

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

対
象　

16
歳
以
上

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

講
師　

板
井
尚
子
さ
ん
（
台
湾
リ
フ
レ

ク
ソ
ロ
ジ
ーKa

・Ra

・Li

主
宰
）

受
講
料　

３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含

む
）

申
込　

７
月
７
日
㈫
以
降
に
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
。
受
講
料
の
納
入
・
キ
ャ
ン
セ

ル
は
７
月
27
日
㈪
ま
で

※
服
装
は
動
き
や
す
い
パ
ン
ツ
ス
タ
イ

ル
で

文
化
・
教
養

福　

祉

健　

康

歴　

史

そ
の
他

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
く
し
ん
ぼ

☎
４
６
９・
０
６
６
０

Fax
４
６
９・
０
６
７
０

福　

祉

福　

祉

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

子
ど
も
の
発
達
や
遊
び
、
子
ど
も
と

の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
の
講
座
を
受
講

後
、
つ
く
し
ん
ぼ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
ス
タ
ッ
フ
と

一
緒
に
遊
び
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
だ

き
ま
す
。

日
時　

７
月
16
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
つ

く
し
ん
ぼ
職
員

申
込　

７
月
14
日
㈫
ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

■
プ
レ
お
ひ
さ
ま
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ

　

毎
月
第
1
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
親
子
で
い
ろ
ん
な
遊
び
を
し
て
交

流
し
ま
し
ょ
う
。（
変
更
の
場
合
あ
り
）

日
時　

８
月
５
日
㈬

　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

対
象　

お
ひ
さ
ま
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て

い
な
い
２
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
と
保

護
者

定
員　

10
組
（
先
着
順
）

申
込　

直
接
ま
た
は
電
話
で

※
参
加
無
料

■
連
続
講
座
「
遊
び
教
室
」（
全
６
回
）

　

絵
本
も
お
も
ち
ゃ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

生
ま
れ
て
ま
ず
は
、
人
が
大
好
き
・
人

が
お
も
し
ろ
い
と
学
ぶ
教
室
で
す
。

開
催
日　

８
月
20
日
㈭
、９
月
17
日
㈭
、

10
月
８
日
㈭
、
11
月
12
日
㈭
、
12
月
10

日
㈭
、
来
年
１
月
21
日
㈭

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー

対
象　

０
歳
〜
入
園
前
の
親
子（
祖
父
・

祖
母
で
も
可
）

※
６
回
続
け
て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
以
降
に
参
加
し
た
経
験
が

無
い
人
優
先

定
員　

10
組
（
子
ど
も
と
一
緒
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
）

講
師　

地
頭
所
孝
子
さ
ん

（
育
ち
あ
い
研
究
所 

所
長
）

申
込　

７
月
20
日
㈪
以
降
の
午
前
9
時

〜
午
後
4
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料

■
つ
く
し
ん
ぼ
子
育
て
講
座

「
夏
の
手
作
り
お
も
ち
ゃ
」

日
時　

８
月
18
日
㈫ 

午
前
10
時
〜
11
時

場
所　

次
世
代
育
成
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー

定
員　

10
組
（
先
着
順
）

講
師　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
保

育
士

申
込　

７
月
20
日
㈪
以
降
の
午
前
9
時

〜
午
後
4
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
受
講
無
料
。
一
時
保
育
は
あ
り
ま
せ

ん
。
子
ど
も
と
一
緒
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

■
あ
そ
び
の
広
場

〜
夏
ま
つ
り
ご
っ
こ
〜

日
時　

8
月
７
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
15
分

場
所　

レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー
プ
ラ
ザ
・

カ
ワ
サ
キ
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

対
象　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

定
員　

10
組
（
先
着
順
）

申
込　

７
月
６
日
㈪
以
降
の
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
に
直
接
ま
た
は
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
で

※
参
加
無
料

各
種
福
祉

■
サ
ロ
ン
・
ド
・
ル
リ
エ

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
ル
リ
エ
」

で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
、
お
茶
、
お
菓
子
で

メ
ン
バ
ー
と
交
流
し
、
障
害
理
解
と
ル

リ
エ
の
活
動
を
理
解
し
て
頂
く
時
間
を

作
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
お
越
し

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

７
月
10
日
㈮
、
８
月
14
日
㈮
、

９
月
11
日
㈮ 

午
後
２
時
〜
４
時

※
毎
月
第
２
金
曜
日
開
催

施
設
協
力
金　

１
０
０
円

場
所
・
問
合
先　

地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ル
リ
エ
」（
春
日
町
１
番
25
号 

☎
０
５
０
・
１
５
５
９
・
０
５
３
１
）

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ル
リ
エ
」

　

障
害
者
総
合
支
援
法
に
基
づ
く
事

業
で
、
医
療
法
人
清
楓
会
に
運
営
を

委
託
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
暮
ら
す
障
害
の
あ
る
人
に

対
し
て
、
日
常
生
活
上
の
相
談
や
就

労
相
談
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、

地
域
住
民
と
の
交
流
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■
認
知
症
カ
フ
ェ

【
お
し
ゃ
べ
り
広
場 

も
み
の
木
】

　

お
し
ゃ
べ
り
し
た
い
人
、
ち
ょ
っ
と

時
間
の
空
い
た
人
、
ち
ょ
っ
と
お
茶
を

飲
み
た
い
人
、散
歩
途
中
の
ひ
と
休
み
、

待
ち
合
わ
せ
の
場
所
な
ど
、
ど
な
た
で

も
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所
・
問
合
先　

も
み
の
木
の
い
え（
羽

倉
崎
3
丁
目
8
番
1
号 

☎
０
９
０
・
３

８
７
３
・
１
７
６
９[

ヤ
ジ]

）

※
申
込
不
要
。
飲
み
物
（
お
菓
子
付
）

を
１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

【
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ 

つ
む
ぐ
】

　

介
護
の
専
門
職
が
い
る
カ
フ
ェ
な
の

で
認
知
症
の
人
も
安
心
で
す
。

日
時　

７
月
12
日
㈰ 

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

内
容　

カ
フ
ェ
タ
イ
ム
、
オ
ー
プ
ン
ス

テ
ー
ジ
、
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ 

ほ
か

場
所
・
問
合
先　

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ 

つ

む
ぐ
（
羽
倉
崎
３
丁
目
10
番
32
号 

☎

０
８
０
・
５
３
１
１
・
０
０
１
６[

辻
下
﹈）

※
申
込
不
要
。飲
み
物（
３
５
０
円
〜
）、

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ッ
ト
（
４
５
０
円
）
を

提
供
し
ま
す
。

文
化
・
教
養

福　

祉

健　

康

歴　

史

そ
の
他

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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■
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動

　

今
月
は
全
国
で
「
愛
の
血
液
助
け
合

い
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
医
療
で

必
要
な
血
液
製
剤
の
確
保
に
は
４
０
０

㎖
献
血
が
有
効
で
す
。
救
命
医
療
に

支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
、
年
齢
が
男
性
17
歳
以
上
、
女
性
18

歳
以
上
で
体
重
が
50
㎏
以
上
の
人
は
、

４
０
０
㎖
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。（
４
０
０
㎖
献
血
限
定
）

■
わ
た
ぼ
う
し
子
育
て
講
座

〜
毎
日
の
生
活
の
中
で

防
災
を
考
え
よ
う
！
〜

　

地
震
や
台
風
な
ど
防
災
に
つ
い
て
話

を
聞
い
た
り
、
非
常
食
も
体
験
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

日
時　

８
月
25
日
㈫

　
　
　

午
後
２
時
15
分
〜
３
時

定
員　

６
組
（
先
着
順
）

講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

お
や
と
こ
ら
い
ぶ

ね
っ
と 

マ
マ
防
災
リ
ー
ダ
ー
（
防
災
士
）

受
講
料　

２
０
０
円

場
所
・
申
込
・
問
合
先　

７
月
６
日
㈪

以
降
の
月
・
火
・
金
曜
日 

午
前
10
時

〜
午
後
３
時
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

わ
た
ぼ
う
し
（
☎
・
Fax
４
４
７
・
６
２

２
３
）
へ

■
泉
佐
野
丘
陵
緑
地

「
ト
マ
ト
と
ス
イ
カ
の
収
穫
体
験
」

　

泉
佐
野
丘
陵
緑
地
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
パ
ー
ク
ク
ラ
ブ
」
と
一
緒
に
、
夏
野

菜
の
代
表
で
あ
る
ト
マ
ト
と
ス
イ
カ
の

収
穫
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
収
穫

後
は
試
食
も
行
い
ま
す
。

日
時　

７
月
18
日
㈯ 

午
前
10
時
〜
正

午
（
小
雨
決
行
）

場
所　

泉
佐
野
丘
陵
緑
地
（
上
之
郷
90

番
地
）　

※
無
料
駐
車
場
あ
り

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円

持
ち
物　

帽
子
、
軍
手
、
運
動
靴
ま
た

は
長
靴

※
服
装
は
汚
れ
て
も
よ
い
も
の
で
。
パ

ー
ク
セ
ン
タ
ー
内
に
自
動
販
売
機
あ
り

申
込
・
問
合
先　

７
月
８
日
㈬ 

正

午
ま
で
（
月
曜
日
除
く
）
の
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
4
時
に
電
話
で
泉
佐

野
丘
陵
緑
地
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
☎

４
６
７
・
２
４
９
１
）
へ

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://izum

isa
no-kyuryo.jp/

）
か
ら
も
申
込
可

■
‘
２
０
関
西
国
際
空
港 

航
空
教
室

　

「
航
空
の
お
仕
事
」
の
お
話
や
、
お

楽
し
み
抽
選
会
が
あ
り
ま
す
。

日
時　

８
月
12
日
㈬

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

ホ
テ
ル
日
航
関
西
空
港

対
象　

小
学
４
年
生
以
上

定
員　

50
人

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

講
師　

国
土
交
通
省
関
西
空
港
事
務

所
、
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
㈱
、
日
本
航
空

㈱
（
予
定
）

申
込　

７
月
25
日
㈯
（
必
着
）
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
の
往
信
用
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
（
同
伴
者
が
い
る
場
合
は
そ
の

人
の
氏
名
・
年
齢
も
）
、
返
信
用

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入

し
、
〒
５
９
８
・
０
０
０
１ 

上
瓦
屋

３
９
２
番
地
の
１ 

関
西
翼
の
会
「
航

空
教
室
」
係
へ

問
合
先　

佐
藤

（
☎
４
６
３
・
０
０
０
５
）

※
受
講
無
料

福　

祉
（
つ
づ
き
）

福　

祉
（
つ
づ
き
）

■
ボ
ッ
チ
ャ
ス
ク
ー
ル

　

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
楽

し
め
る
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種

目
に
も
な
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
「
ボ
ッ

チ
ャ
」
を
通
じ
て
交
流
し
ま
し
ょ
う
！

日
時　

８
月
６
日
㈭
・
20
日
㈭

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

障
害
児
・
者
や
興
味
の
あ
る
人

な
ら
ど
な
た
で
も

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

※
付
き
添
い
の
人
が
い
る
場
合
は
申
込

時
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
先　

開
催
日
の
3
日
前
ま

で
に
泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会(

☎

４
６
４
・
２
２
５
９)

へ

■
介
護
者
家
族
の
つ
ど
い

　

介
護
経
験
が
あ
る
人
同
士
で
、
日
々

の
思
い
や
不
安
に
つ
い
て
お
し
ゃ
べ
り

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
介
護
に
役
立
つ
ミ

ニ
講
話
も
あ
り
ま
す
の
で
、
介
護
の
情

報
収
集
な
ど
で
お
困
り
の
人
も
気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

７
月
31
日
㈮

　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※
途
中
参
加
・
退
席
可

場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容　

お
し
ゃ
べ
り
と
ミ
ニ
講
話
「
認

知
症
の
方
へ
の
対
応
方
法
」(

家
治
庸

■
介
護
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
会

　

社
会
参
加
と
、
自
ら
の
生
き
が
い
・

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

※
活
動
す
る
と
「
さ
の
ぽ
」
ポ
イ
ン
ト

（
最
大
５
千
ポ
イ
ン
ト
）
が
受
け
取
れ

ま
す
。

日
時　

７
月
29
日
㈬

　
　
　

午
前
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
開
催
予
定
が
変
更
に
な
る
可
能
性
あ

り場
所　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

介
護
保
険
の
事
業
対
象
者
・
要

介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
な
い

65
歳
以
上
の
市
民

申
込
・
問
合
先　

７
月
28
日
㈫
ま
で
に

泉
佐
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
４
６

９
・
２
１
５
５ 

Fax
４
６
２・
５
４
０

０
）
へ

一
さ
ん)

※
や
む
を
得
ず
中
止
す
る
場
合
あ
り

申
込
・
問
合
先　

基
幹
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
い
ず
み
さ
の
（
☎
４
６
４
・
２
９

７
７ 

Fax
４
６
２・
５
４
０
０
）
へ

※
参
加
無
料
。
希
望
者
に
は
飲
み
物
を

１
０
０
円
で
提
供
し
ま
す
。

【
い
こ
ら
も
〜
る
泉
佐
野
】

日
時　

８
月
８
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

【
イ
オ
ン
モ
ー
ル
日
根
野
】

日
時　

８
月
22
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

問
合
先　

地
域
共
生
推
進
課

※
献
血
に
関
す
る
情
報
は
、
大
阪
府
赤

十
字
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

文
化
・
教
養

福　

祉

健　

康

歴　

史

そ
の
他

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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くらしの情報掲示板くらしの情報掲示板

市営住宅 空家入居者募集
【一般世帯向け】
●松原団地住宅1棟（平成14年建設・5階建て・エ
レベーターあり、浴室あり、浴槽あり）2LDK（3階
1戸）
●松原団地住宅1棟（平成14年建設・5階建て・エ
レベーターあり、浴室あり、浴槽あり）3LDK（4階
1戸）
対象　応募資格の条件をすべて満たす、2人以上の
世帯
※一般世帯向けに限り郵送での申込可。詳しくは
ホームページをご覧ください。

【ひとり親世帯向け】
●上田ヶ丘団地住宅20棟（平成16年建設・7階建て・
エレベーターあり、浴室あり、浴槽あり）2LDK（3
階もしくは2階1戸）
●下瓦屋団地住宅5棟（平成18年建設・3階建て・
エレベーターあり、浴室あり、浴槽あり）2LDK（2
階1戸）
対象　応募資格の条件をすべて満たしたうえで、申
込時に次の①～④のいずれかに該当し、募集期間末
日現在で20歳未満の児童を扶養している親と子のみ
で2人以上の世帯
①配偶者と死別、離婚または婚姻によらないでひと
り親となった20歳以上の人で、現に婚姻していない。
②配偶者の生死が1年以上明らかでない。（警察への
行方不明者届を届出している場合に限る）
③配偶者から1年以上遺棄されている。（住民票上１
年以上配偶者と離れている）
④母子世帯等に準じる状況にある。
※配偶者の暴力等により婚姻関係が事実上破綻して
いる世帯で、大阪府子ども家庭センター等が発行す
る「母子世帯等に準じる状況にある世帯」として証
明が受けられること。

【高齢者世帯向け】
●上田ヶ丘団地住宅20棟（平成16年建設・7階建て・
エレベーターあり、浴室あり、浴槽あり）3LDK（4
階1戸）
●鶴原団地住宅1棟（平成20年建設・6階建て・エ
レベーターあり、浴室あり、浴槽あり）2LDK（2階
1戸）
対象　応募資格の条件をすべて満たしたうえで、申
込者本人が募集期間末日現在60歳以上で、次の①～
③のいずれかの親族とのみ同居している、または同
居しようとしている2人以上の世帯
①配偶者（内縁関係含む）
②18歳未満の児童
③60歳以上の人
※年齢については、募集期間の末日現在での満年齢

いずれも
応募資格　次の条件をすべて満たす人
●令和2年6月1日以降、引き続き市内在住・在勤で

ご加入をお願いします
泉佐野・熊取・田尻事業所人権連絡会

　泉佐野・熊取・田尻事業所人権連絡会は同和問題を
はじめ、女性問題や障害者問題など、あらゆる人権問
題について取り組んでいる事業所の団体です。
　本人の責に帰することのできないことがらを採用選
考基準から撤廃し、本人の能力と適性に基づいた採用
選考を行い、憲法で保障されている「職業選択の自由」
を確保するため、啓発活動を推進しています。
　すべての人の人権が尊重される社会の実現を企業
（事業所）の立場から図っていく組織です。ぜひ、ご
加入についての検討をお願いします。
問合先　まちの活性課（☎469-3131）

ある
●条例に定める収入基準に合い、家賃の支払い能力が
ある
●現在、住宅に困窮している（原則持家がない）
●同居親族（婚約者含む）がある
●暴力団員でない
●過去に市営住宅に居住したことがある場合、不正使
用（無断退去・滞納など）をしたことがない
選考方法
●一般世帯向け…公開抽選（7月28日㈫ 午前10時～
　りんくうタウン駅ビル東棟2階会議室）
●ひとり親世帯向け、高齢者世帯向け…住宅困窮度評
定表に基づく困窮度の高い世帯から優先入居（必要に
応じて対象者に別途通知し公開抽選を実施）
申込用紙配布・申込・問合先　7月6日㈪～17日㈮の
午前9時～午後5時に所定の用紙に必要事項を記入し、
建築住宅課（りんくうタウン駅ビル東棟2階 ☎447-
8123 Fax447-8125）へ
※所定の用紙は建築住宅課で入手するか、市のホーム
ページ（http://www.city.izumisano.lg.jp/kakuka/
toshi/kenchiku/menu/sieijyutaku_nyukyobosyu.
html）からダウンロードもできます。詳しくは問い合
わせてください。

泉佐野市社会福祉協議会
善意銀行（5月受付分）

●10万円…人生道場
●アップルジュース200本、ビスケット菓子120袋…
ロイヤルホールディングス株式会社・ロイヤルインフ
ライトケイタリング株式会社
●チョコレート360箱…日王株式会社

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください

32広報いずみさの 令和2年7月号



この広告掲載についてのお問い合わせは、
合同会社 IM総合企画（☎ 072-275-5449）へ

広　

告

広

告

採用・募集採用・募集

～幹部自衛官・医師・看護師に
挑戦～

【防衛大学校学生】
●修学年限4年
●卒業後１年で幹部に任官
●広大なキャンパスと充実した研
究施設
応募資格　日本国籍を有する高卒
（見込含む）18歳以上21歳未満の
人
受付期間
（推薦・総合選抜）9月5日㈯～11
日㈮
（一般）7月1日㈬～10月22日㈭

【防衛医科大学校医学科学生】
●修学年限6年
●医師免許取得
●他の大学にない魅力あふれる学
生生活
応募資格　日本国籍を有する高卒
（見込含む）18歳以上21歳未満の人
受付期間　7月1日㈬～10月7日㈬

【防衛医科大学校看護学科学生
（自衛官候補看護学生）】

●修学年限4年
●看護師免許取得
応募資格　日本国籍を有する高卒
（見込含む）18歳以上21歳未満の
人
受付期間　7月1日㈬～10月1日㈭

　任期付短時間勤務職員
・会計年度任用職員　

【武道講師】
採用予定人数　2人

【地籍調査職員】
採用予定人数　1人

【中心市街地活性化担当職員】
採用予定人数　1人

【介護保険認定調査員】
採用予定人数　2人

【消費生活相談員】
採用予定人数　2人

いずれも
採用予定日　 9月1日
（消費生活相談員は10月1日）
受付期間　7月1日㈬～17日㈮
（消費生活相談員は8月14日㈮まで）
一次選考　7月中旬
（消費生活相談員は8月中旬）
※選考結果は全員に通知
二次試験　7月25日㈯
（消費生活相談員は8月22日㈯）
※一次選考合格者のみ
申込・問合先　人事課
※国籍は問いません。詳しくは問
い合わせてください。募集要項は、
ホームページ（http://www.city
.izumisano.lg.jp/kakuka/somu
/jinji/menu/saiyo.html）からダ
ウンロードできます。

～パイロット・ハイテク技術に
挑戦～

【航空学生】
　各種航空機のパイロットなどの
養成、入隊後、約6年で幹部に任
官（最短の場合）
応募資格　日本国籍を有する高卒
者（見込含む）または高専3年次
修了者（見込含む）
●空…18歳以上21歳未満の人
●海…18歳以上23歳未満の人
受付期間　7月1日㈬～9月10日㈭
試験日　9月22日㈷
  
【一般曹候補生（非任期制）】
　陸・海・空の各部隊の中核とな
る「曹」を目指す人のための制度
です。
応募資格　日本国籍を有する18
歳以上33歳未満の人
受付期間　7月1日㈬～9月10日㈭
試験日　9月18日㈮～20日㈰
※上記期間のうち、1日

【自衛官候補生（任期制）】
　所要の教育を経て、3ヵ月後に
2等陸・海・空士に任用されます。
応募資格　日本国籍を有する18
歳以上33歳未満の人
受付期間　年間を通じて行ってい
ます。

問合先　自衛隊大阪地方協力本部 岸和田地域事務所
　　　　（☎426-0902）
※詳しくは問い合わせてください。

防衛省 自衛官など

※各職種の業務内容・受験資格
については、市ホームページの
募集要項を確認してください。
また、市役所人事課においても、
募集要項を配布しています。

イベントなどへの参加の際は手洗いやマスク着用などにご協力ください
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関西航空少年団「空のエールプロジェクト」
　　　関西航空少年団は、新型コロナウイルス感染症
拡大の影響を受けている航空業界にエールを届けるべ
く、「空のエールプロジェクト」を実施し、航空業界
や地域へのエールを動画やポスター、手紙にして全国
に発信しています。5月15日㈮には、関西国際空港を
拠点とする航空会社のPeachに直接エールを届けまし
た。

“小さな灯”運動で屋内遊具を寄贈
　　　　Daigasグループ（大阪ガス株式会社）では、
1981年から企業ボランティア活動として“小さな灯”
運動を展開され、地域福祉向上のため活動を続けられ
ています。この運動より、昨年に引き続き地域子育て
支援センター「つくしんぼ」に屋内遊具として「カラー
玉150個、カラー背負カゴ、カラートンネル」を寄贈
していただきました。「つくしんぼ」を利用する幼児
と保護者の活動に利用させていただきます。

子どもたちや医療関係者にお菓子を寄贈
　　　「緊急事態宣言」発令中の4月20日㈪に「銘菓
創庵 むか新」より、留守家庭児童会（学童）や民間こ
ども園の子どもたちへサブレをプレゼントしていただ
いたほか、りんくう総合医療センターへもプレゼント
していただきました。そのお礼として、学童の子ども
たちからのお礼のメッセージと市からの感謝状を5月
26日㈫に市長から手渡しました。

モンゴル国マラソン代表選手団が表敬訪問
　　　本市がホストタウンを務めるモンゴル国のマラ
ソン代表選手団が、本市で合宿中に新型コロナウィル
ス感染症の影響で本国に戻れなくなりましたが、モン
ゴル国がチャーター便を運航することになり、帰国前
日の6月10日㈬に市役所を訪れ、本市へのお礼を伝え
てくれました。

市教育委員会にジュースとお菓子を寄贈
　　　5月26日㈫、ロイヤルインフライトケイタリン
グ株式会社よりジュース124本とビスケット菓子120
袋を市教育委員会に寄贈いただきました。いただいた
ジュースとお菓子は、泉佐野市留守家庭児童会を通じ
て利用されている児童に配っていただきました。

“小さな灯”運動で屋内遊具を寄贈

ど た 療 係者 菓 を寄贈

市教育委 会 ジ 菓 寄贈

広報いずみさのでは下記コーナーへの応募を
募集中！詳しくは市のホームページへ！
●表紙モデル　　　●新婚カップルの写真
●同窓会の情報　　●地元企業　

★募集しています！

いずみさのフォトニュースいずみさのフォトニュース
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いずみさのフォトニュース ※記念撮影のかけ声は、泉佐野市の特産品「ワタリガニ」で！

令和２年春の叙勲・褒章の伝達が行われました
　令和2年春の叙勲で旭日双光章を受章された元泉佐野市議会議長の北谷育代さん（右）へ勲記・勲章を市役
所でお伝えしました。北谷さんは平成10年5月～平成26年5月に市議会議員を4期16年間務められ、平成17年
5月には第62代議長に就任されました。
　また、令和2年春の褒章で藍綬褒章を受章された泉佐野市消防団副団長の日根野谷喜広さん（左）にも、章記・
褒章を市役所でお伝えしました。日根野谷さんは、昭和60年に泉佐野市消防団の団員となり、35年間消防団
活動を献身的に続けてこられました。
　今年は、新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言で、天皇陛下の拝謁が行われなかったことなどから、
本市が受章に関わったお二人へ、千代松市長から5月28日㈭に叙勲・褒章の伝達が行われました。

　　　　　　▲日根野谷喜広さん（藍綬褒章）　　　　　　　　　　▲北谷育代さん（旭日双光章）

新型コロナウイルス感染症対策のための寄付・寄贈への感謝状贈呈式
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可燃ごみ量（焼却場搬入量）　　5月分 約3,303ｔ（前年同月比--7.447.44％）

泉佐野市の人のうごき泉佐野市の人のうごき
5月末日現在5月末日現在（前月比）（前月比）

○ 市内人口　100,164人○ 市内人口　100,164人（-（-119119人）人）
○○ 男　　　　  48,064人 男　　　　  48,064人（（--3535人）人）
○○ 女　　　　  52,100人 女　　　　  52,100人（（--8484人人））
○○ 世帯数　　  47,620世帯（ 世帯数　　  47,620世帯（--4141世帯）世帯）
市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢市制施行:昭和23年4月1日　市域面積:56.51㎢

行政情報番組 さのテレ！
J:COMチャンネル(11ch)
で月曜日 午後10時～、木曜日 午後3時～、
土曜日 正午～の週3回（月2回更新）、30
分の行政情報番組を放送しています。
【7月の主な放送内容（予定）】
●前半：日本遺産 ほか
●後半：いずみさの体操 ほか

●掲載記事における申込などに
よって市が収集した個人情報は、
その目的以外には使用しません。
●広報いずみさのの広告掲載料
は、広報および公聴業務の円滑
な運営と充実を図るために、基
金として積み立てています。

対象　市内在住者
販売価格　1セット10,000円
（プレミアム率20％で、1セットにつき12,000円分のポイント付与）
※購入時に本人のマイナンバーカードを提示するとプレミアム率25％となり、1セットにつき12,500円分
のポイント付与となります。購入手続き（9月1日㈫～11月30日㈪）の際に、マイナンバーカードが必要と
なりますので、マイナンバーカードをまだ取得されていない人はお早めに申請をお願いします。
（マイナンバーカードに関する問合先：マイナンバー総合 0120-95-0178）
販売総数　10,000セット　※応募多数の場合は抽選。紙による商品券の発行では
ありません。応募の際に「さのぽ」カードが必要です。
購入限度　1人5セット（5万円）まで
使用可能店舗　さのぽ加盟店（さのぽホームページから確認できます）
使用可能期間　チャージした日から1年後の月末まで
応募　7月1日㈬～31日㈮に下記のいずれかで
●さのぽホームページ内の専用申込フォームから
●往復はがきの 往信用に応募者の①さのぽカード番号（カード裏面下部に記載）②郵便番号③氏名④住所⑤
電話番号⑥購入希望セット数を、返信用に応募者の郵便番号、住所、氏名を記入して泉佐野ポイントカード
会（〒598-0007 上町3丁目8-12 泉佐野まち処内）へ（応募期間内の消印有効）
※応募にかかるインターネット通信料や郵便料金は応募者の負担となります。
抽選結果　8月25日㈫までにメールまたははがきで応募者全員に発送します。（当選者には購入方法などを案
内します。）
応募条件　「さのぽ」カードを持っていること。（「さのぽ」カードは泉佐野まち処や各加盟店で発行できます。）
※年齢制限はありませんが、「さのぽ」カードの利用は原則本人に限ります。再発行や登録内容の変更などの
手続きは泉佐野ポイントカード会へ
留意事項　●応募は1人1回限りで、複数の応募は無効とします。
　　　　　●複数人まとめての応募はできません。
　　　　　●応募時に申込したセット数を購入時に変更することはできません。
　　　　　●応募はがきは応募期間内の消印を有効とし、期間前を含む期間外の消印のものは無効とします。
　　　　　●応募内容の記載漏れなど、不備がある場合は無効となることがあります。
　　　　　●応募多数により抽選となった場合の抽選方法は無作為抽選とします。
問合先　 泉佐野ポイントカード会
（泉佐野シティプロモーション推進協議会 ☎469-7500 土・日曜日、祝日除く午後1時～7時）
※新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、先着順ではなく事前申込制による抽選販売としております。
応募受付窓口も設置していませんので、泉佐野まち処などへの直接持参はご遠慮ください。

イベント中止のお知らせ
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、下記のイベントが中止となります。
●第45回 泉佐野郷土芸能の集い
●日根神社 ゆ祭り
●春日神社ふとん太鼓
●犬鳴山納涼カーニバル（金魚すくい会のみ）
問合先　泉佐野市観光協会（まちの活性課内 ☎469-3131）

さのぽホームページ
https://sanopo.com/

商店・店舗などのみなさんへ
この機会にさのぽの加盟店になりませんか？さのぽ加盟店に登録した時点から商品券の利用が可能です。
※詳しくはさのぽホームページをご覧ください。

対象 市 在住者

泉佐野ポイントカード「さのぽ」を使った泉佐野ポイントカード「さのぽ」を使った
最大25％お得な「泉佐野プレミアム商品券」を

販売!!
最大25％お得な「泉佐野プレミアム商品券」を

販売!!
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